
様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年6月 日
金沢市長 村山卓殿

届出者

住所富山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び：
の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社~金沢電力部額変電所

石川県金沢市大額1丁目399保管事業場の所在地

’
’ |電話番号’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

|保管の場所
勺へ

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

｜ ’ 量 ~ ！廃棄物の型式等 保管の状況
処分予
定

年月

台数又
は

容器の

数

濃度

区分
処理業者との
調整状況

分別・
混在の

別

漏れ等
の

おそれ

番号 廃棄物の種類 総重量
(1台当たり

、田×台数）

参考事項
蕊製造者名

表示記号

等

容器の

性状
等
無

い
有

囲
の型式 製造年月

’ ’該当なし

(日本工業規格A列4番）
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(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

－一一
濃産

’’ 廃棄物の型式等 量

区分

保管開始

年月日

保管開始
理由廃棄物の種ゞ蕊|…名｜

|鯛‘誉含むll l

廃棄物の種類 定格

容騒
製造者名

その他PCBを含む
油

(ｺﾝﾀﾐ油） ’
１
１

番号 総重量
（1台当たり

皿趣×台数）

参考事項表示記号

等
台数又は
容器の数

製造年月型式

－

’
PCB濃度l. 6Ⅱ咄/kg
2I-008より13, 533L抜汕

2022年度内処分

21-008-

41
新たに保管12, 180kg 低濃度 R4_7. 13

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く． ）

’ ~ 量廃棄物の型式等
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

濃度
区分

番号廃棄物の種類

■…■

番号 廃棄物の種類

該当なし

１
１

１
１

総電景
（1台当たり

、母×台蜘

参考事項定格

容還
製造年
月

表示紀号

等

台数又は

容器の数
製造者名 型式

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

~

曝
掴
圏
川
価

’
’

｜ 量 処分を委託した場合自ら処分した場合廃棄物の型式等

処分後の廃棄物の処分委詫処分受託者の 処分
種類及び処分先 ~年月日 名称 年月日

R4. 6. 14群桐ｴｺﾛ㈱剛M

~ I
処分
年月日

処分委詫

年月日

処分受託者の
名称

処分後の廃棄物の

種類及び処分先

R4.8. 10

R4.8. 12
群桐エコロ(株）R4. 6. 14

|製…1猟l
l l
l l
l l l

型式製造者名

’
’

総重量
（1台当たり

皿量×台数）

参考事項番号 廃棄物の種類 処分

年月日
定格
容量

製造年
月

表示記号

等

台数又は

容器の数

四
■
Ⅱ

ﾏﾆﾌｪｽﾄN0.

21391614344

21391614355

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

12, 180kg

１
１’
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部額変電所

石川県金沢市大額1丁目399

I
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名 |電話番号’電話番号石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076－202－6955

’所在の場所 事業場の所在地と同じ
■

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり

、m×台数）

ロ

参考事項定格
容量

廃棄予定
年月製造年月|表零号

処分業者との
調整状況 蕊麗’製造者名 型式

PCB濃度Img/kg

2007. 1 1.30中部近畿産業保安監悩部
長届出

亜量はエレファント室含む
2020.9課篭洗浄完了
2020. 12PCB含有機器変更届出残
ブッシング

ロ ﾛ

｜ 、 1 ．

20;000KvA|雄電機
ｳ

変j干器（トランス）19-001-01 S62.04 IA64069Tl 1 台58, 500kg 低濃度

ﾛ

E

p H 、

PCB濃度1. 5mg/k9

2007. 1 1.30中部近畿産業保安朧|聯部
長届出

重逓は本体(19-001-01)に含む
2020.9課電洗浄完了

2020.12 PCB含有機器変更届出残
ブッシング
番号を割りあて管理

I I I

変圧器（トランス）
(ｴﾚﾌｧｼﾄ室）

北陸電機
製造

19-001-02 1 台 低濃度

1 1
lb

1

PCB濃度1.6mg/k9

2009. 10. 1中部近畿産業保安監督部艮
届出

2022.7. 13抜油済
2022.7課電洗浄開始
2022. 10. 19課龍洗浄完了
(一次ブッシングR.S.T.N未分析）

20.000“|雄電機変圧器（トランス）21-008
S59.0; |A32556T! 1 台58,400 kg 低濃度

､

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等
『三T

産宜

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり
亜侭×台数）

定格
容量

参考事項台数又は
容器の数製造者名| 型式|製造年月|表鴦3号

該当なし 1 1 1 1’
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

量製品の型式等
所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

総重景
(1台当たり

亜賦×台数）

参考事項番号 製品の種類

蕊|製造審名｜ 型式
台数又は
容器の数製造年月|表零号

1 1 ロ 1 1 1

該当なし

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフ~エール使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の棚には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等｣･の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記戦されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」についてば記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて橘わない。

8.､ 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし､~電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。 ~

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低漉度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状.lの欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考
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(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて櫛わない。

17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「談受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の棚には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ

~ き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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一発注者が受注者に提出する委託物の基本情報は，以下のとおりとする。
イ委託物の発生工程 ． （

第ロ委託物の性状及び荷姿

ハ通常の保管状況の下での委託物の腐敗，揮発等性状の変化に関する事項
二委託物を他の廃棄物と混合させた場合等により生ずる支障
ホ委託物が廃パーソナルコンピュータ，廃ユニット形エアコンディショナー，廃テレビジョン
信機，廃電子レンジ，廃衣類乾燥機，廃電気冷蔵庫，廃電気洗濯機であり， 日本産業規格CO95
号に規定する含有マークが付されたものである場合は，含有マークの表示に関する事項 ~
へ委託物の石綿含有産業廃棄物，水銀使用製品産業廃棄物，水銀含有ぱいじん等又は特定産業
棄物（放射性物質汚染対処特措法施行規則附則第5条に定めるものをいう｡）の有無（別表6）
卜委託物のその他取扱いの注意事項

二受注者は， 「廃棄物データシート」 （環境省の「廃棄物情報の提供に関するガイドライン｣）の
目の内容等を参考に,適正な処理業務を行うために必要な情報を発注者に対し~て要求できる。発
者は,受注者の要求に応じて，前号以外の適正な処理業務を行うために必要な情報を受注者に提
する。 ~

三発注者は，電子マニフェストを利用する場合，情報処理センターに必要事項を登録し』紙マニ
ェストを利用する場合,紙マニフェストに必要事項を正確に洩れなく記載し，受注者に提出する

四受注者は，電子マニフェストの内容に虚偽がある場合，又は紙マニフェストの記載事項に虚偽も｛
しくは記載淵れがある場合，委託物の引き取りを一時停止し発注者に修正を求め，修疋内容を確認
のうえ，委託物を引き取る。

五発注者は，第11条で定める本契約の有効期間内に委託物の性状等に変更があった場合，適正な，
処理業務及び事故防止並びに処理費用等の観点から，受注者に対し速やかにその変更の内容及び程
度の情報を書面にて提出する。

六発注者は，処理業務に必要な詳細事項を記裁した仕犠書を受注者に提出する。受注者は，仕様書
に基づき処理業務を行う。

発注者及び受注者は，双方の責任範囲を以下のとおり定める。
一受注者の責任範囲は，委託物の受け入れから処分の完了までとする。
二発注者の責任範囲は,･受注者の責任範囲を除くすべてとする。

三受注者は，受注者の責任範囲に属する処理業務について関係法令に違反した処理業務を行い，そ

れによって発注者又は第三者に損害級ぼした場合｡受注者においてその損害繩償し｡発注者に1負担させない。

’
四発注者は,~発注者の責任箱囲の中において受注者又は第三者に損害を及ぼした場合，発注者にお
いてその損害を賠償し，受注者に負担させない。

受注者は,'処理業諮を第三者に委託してはならない｡ただし，あらかじめ発注者の書面による承諾を
て関係法令に定める再委託の基準に従う場合は，この限りでない。この場合，受注者は再委託者（数

（

第

〈

第

（

蕊

2

3

得て関係法令に定める再委託の基準に従う場合は，

次にわたる場合はすべて含む．以下同じ｡）に関係法令を遵守させなければならない。

受注者は，本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し，承継させ，又は抵当権その他担保の4

目的に供してはならない｡ただし,あらかじめ書面による発注者の承諾を得た場合は,この限りでない。
“

妹

菫注薑茎鰐篶禦室壹賢:辮豐籔職鰯雲壺鱒喜雛鱒蕊耆還’
5

発注者が指示した場合は，出来形数量を記載した書面を発注者に提出する。
二受注者は，紙マニフェストを利用する場合紙マニフェストD票を発注者に提出する。
発注者は，前項に定める受注者からの業務完了報告を受けた後，速やかに検収を行う。
受注者は，処理業務を一時停止する場合，以下のとおり行わなければならない。

６

７

一受注者は，やむを得ない理由がある場合，事前に発注者に対しその理由を説明し，発注者の了解
を得たうえで処理業務を一時停止することができる。ただし，受注者が事前に発注者の了解を得る
ことができない場合ば処理蘂務を停止した震に莞注著に通知しなければならない。

二受注者は,前号により処理業務を一時停｣こした場合,発注者における影響が最小限となるよう努
力しなけ射ばならない。

Ｉ
Ｉ
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（委託料・消費税等相当額・支払い）

第5条発注者は，当月i日から当月末日までに検収した業務又は出来形部分にかかる委託料に関係法令
に従い消費税等相当額を加えた金額を翌月末日までに受注者に支払う。委託料は別表2に定める。

（内容の変更）

第6条発注者及び受注者は，必要がある場合，発注者と受注者の双方の協議により処理業務の内容を変更
できる。

2発注者及び受注者は，委託料が経済憎勢の変化等により不相当となった場合，発注者と受注者の双方
の協議によりこれを変更することができる。

3前2項の変更は，発注者及び受注者の書面による合意がなければ効力を有しない。

受ン

)5

寧
示

■
８
１
■
ｐ

り

（機密保持）

策7条発注者又は受注者は，やむを得ない理由がある場合，事前に相手方に対しその理由を説明し，相手
方の書面による了解を得たうえで業務上知り得た相手方の機密を第三者に開示できる。ただし，発注者
又は受注者が事前に相手方の了解を得ることができない場合は，業務上知り得た相手方の機密を開示し
た後に通知しなければならない。

2前項の機密保持義務は，本契約が失効又は解除された後も継続する。

箔

是

一

一

る Q

為も

雁認

（契約の解除）

第8条発注者又は受注者は，相手方が本契約の各条項のいずれかに違反した堵合,催告のうえ，本契約を
解除できる。

2発注者又は受注者は，前項の規定による契約解除時に，未処理委託物斌ある場合，次の措置を講じな
ければならない。 ~~

一受注者の義務違反により発注者力塀除した場合

イ受注者は,解除後も，未処理委託物に対する処理業務から免れないことを承知し，未処理委
託物の処理業務を自ら行うか,又は発注者の承諾を得たうえで，許可を有する第三者に自己の
費用をもつ定未処理委託物の処理業務を行わせなければならない。

ロ‘受注者は,前項に定める未処理委託物処理業務の第三者委託において,その代金を支払う資
金がない場合，その旨を発注者に通知しなければならない。

、ハ発注者は，ロの場合，発注者の費用負担をもって，第三者に対し，受注者のもとにある未処
理委託物の処理業務を行わせ,受注者に対してその費用を請求する。

二発注者の義務違反により受注者が解除した場合
受注者は,発注者に対し,受注者のもとにある未処理委託物を,発注者の費用をもって引き
取ることを要求するか，又は受注者が自ら発注者まで運搬したうえで，発注者に対して費用を
請求することができる。

なE

〆程

龍書

そ

罰
一

ｰ

お
ヂ
』

皆を

（数

’是の

（反社会的勢力への対応）

第9条発注者及び受注者は，相手方が次の各号の一つに該当する場合は，通知、催告せず直ちに本契約を
解除することができる。

一相手方又はその役員，責任者若しくは実質的に経営権を有する者（以下「その役員等」という。）
が，暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう。 ） ，暴力
団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団員をいう。） ，暴力団員
でなくなった日から5年を経過しない者，暴力団関係企業，団体若しくはその関係者『総会屋又は
その他反社会的勢力（以下これらをまとめて「反社会的勢力」という。 ）であると相手方が認めた
とき。

二相手方又はその役員等が，反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係を有していると相
手方が認めたとき。

三相手方又はその役員等が， 自ら又は第三者を利用して次の一つに該当する行為をしたと相手方が

》a
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解
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(別表5）収集・運搬業者
－

住所 富山県嵩山市久方町2番54号

氏名(法人にあっては名称及び代表者の氏
名）

日本海環境サービス株式会社

代表取締役 竹内正美

事業範囲

特別管理産業廃棄物

許可番号

許可都道府県･政令市

許可の有効年月日

事業の範囲

許可の条件

|0105000030201754000302

石川県

添付許可証の通り

添付許可証の通り

添付許可証の通り

群馬県

添付許可証の通り

添付許可証の通り

添付許可証の通り

－

(別表6）委託物に含まれる含有物の有無
石線含有産業廃棄物の有無

水銀使用製品産業廃棄物の有無

水鰻含有ぱいじん等の有無

特定産業廃棄物の有無

~

有
一
有
一
有
一
有 ~~
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係） ~

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者
住所當山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512 ~

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ピフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1~ ，ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’１
１

由

１

１

’保管事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部金石変電所
I

保管事業場の所在地 石川県金沢市桂町ハ34番1

’ | 電話番号’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

保管の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

’ ｜ ~ 量 ~ ’廃棄物の型式等 保管の状況

処分予
定
年月

台数又
は

容器の

数

濃度

区分

処理業者との

調整状況
漏れ等
の~

おそれ

分別・

混在の

別~

番号 参考事項廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

里且×台数）

定格
容量

容器の

性状
表示記号
等

等
無

い
有

囲
の型式製造者名 製造年月

－

該当なし

(日本工業規格A列4番）

1／5



(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ピフエニル廃棄物

｡ 1。｜ ｜ ’
蝋國 ’ | "ゞ

定格
容量

製造者名 製

量■■■■

閏 珂關關 保謎始 参考

「－■■■■ ~ I

保管開始
理由

参考１
１

表示記号
等

造年月

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の種類

廃棄物の型 量

|… 口項

移動先の保管の場所並びに事業

１
１

画霄三F毒冒厩薑悶薑琴|蹴|保薑蕾ア１
１

番号 定格
容量

製造者名 型式
又は事業場の名称及び所在地

該当なし

’

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合 ｜
－

口 ’１
１
１

濃度
区分’

番号 廃棄物の種類 定格
容量

総重量
（1台当たり

瞳量×台数）

製造年
月 ~

表示記号
等

台数又は

容器の数
処分

年月日
処分後の廃棄物の
種類及び処分先

参考事項処分委託
年月日

処分受託者の
名称

製造者名 処分

年月日
型式

該当なし

’
！ ｜ ｜司

2/5



(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部金石変電所

石川県金沢市桂町ハ34番1所在事業場の所在地

’
1

1 |電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名
石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’所在の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり

、股×台数）

参考事項定格
容量

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名｜ 型式 製造年月

■ ■ ■ ■ ■ ﾛ ﾛ ■

PCB濃度1. 1mg/k9

2003. 12PCB含有機器設世届

出

2018. 1 1課迩洗浄完了

2019. 1 PCB含有機器変更届出
残ブッシング

|"10,k:1 台20,000KwA|麓電確変圧器（トランス）15-014 S53.05 1 7814367 低濃度
■

1 1

1 1 ，
′I ｜ 、

I

PCB濃度l5mg/kg

2008. 12. 25中部近畿産業保
安監督部艮服出

2021 12.9課迩洗浄完了
(ブッシング未分析）
2022, 2.7PCB含有機器変更届
出

20‘000“|雄電機変圧器（トランス）20-002 S61. 10 I A60352Tl 1 台| 64,900kg 低濃度

1 1

｜ 、 ‘ I
■

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり

亜馳×台数）

参考事項定格
容量

台数又は
容器の数

百
万

詞

等

表

製造者名 型式 製造年月

該当なし
l U I l

､ ■ ■

3/5



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

表示記号
製造年月

等

番号 製品の種類
台数又は 総重量
容器の数 （1台当たり

璽量×台数）

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地蕊|製造書名 参考事項型式

■

該当なし

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の柵には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低溌度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて椛わない。

8． 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数(缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数(個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記戦すること。その他
のも.のについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称「低漉度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高浪度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11.~ 「保管の状況」として､新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や､既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の棚のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の棚には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定｣~） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の棚には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第17．0号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 ［廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
~ 記載しなくて構わない｡~

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28~都道府県知事が定める部数を提出すること。
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係） ~
f

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者

住所富山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’
Ｉ

ｌ

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部~金沢中央変電所保管事業場の名称

’保管事業場の所在地 石川県金沢市丸の内1番2号

|電話番号’電話番号|特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’保管の場所

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

壁 ’ ’ ’’ 保管の状況廃棄物の型式等

処分予
定
年月

台数又
は

容器の

数

濃度

区分

処理業者との
調整状況

分別・
混在の

別

漏れ等
の

おそれ

参考事項総重量
（1台当たり

瓜迅×台数）

番号 廃棄物の種類 容器の
性状

定格
容量

表示記号
~等

囲い等
の有無

製造者名 型式 製造年月

該当なし

(日本工業規格A列4番）
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~ （第2面）

②前年度申に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

圖
一
Ｌ

廃棄物の型式等 量

｜濃”定格 表示記号台数又は 総重量
製造者名 型式 製造年月 区分容量 ~等 容器の数 (1台当たり

砿且×台数）

’

濃度
区分’

定格
容量

総重量
（1台当たり

砿且×台数）

表示記号

~等
台数又は

容器の数
製造者名 型式 製造年月

’ ’
~

’

’
廃棄物の種類 保管開始

年月日
保管開始
理由

参考事項

’
該当なし

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

’
廃棄物の型式等 ｜ 量

’
’

’
F一－

’ １
１

１
１

濃度

区分
保管終了

年月日
番号

|表奮。
｜ ’

表示記号
等

廃棄物の種類 保管終了
理由灘欝輔

■
’

’

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

定格
容量

製造年
月

台数又は

容器の数
参考事項製造者名 型式

－

｜議当なし
該当なし

|■’

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

割 L－－／、廃棄物の型式等 ~ ■ 量■■■ ~…処分した場合 ｜ 処分を委託した場合 l－

鵜濃度[熱繍職，鯖"蹄蕊脅"縦参考事”
定格 製造年表示記号台数又は製造者名型式
容量 月 等 容器の数 区分

~ ~ ［■
■

~ ~

度分
濃区

定格

容量
製造年
月

表示記号
等

台数又は

容器の数
処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先~ ~

処分委託
年月日

製造者名 処分受託者の
名称

型式 処分
年月日~

■
｜

’
~

’

廃棄物の種類

－

該当なし

H
~
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部金沢中央変電所所在事業場の名称

所在事業場の所在地 石川県金沢市丸の内1番2号

|電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名
石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’①金沢市旭町3丁目5番1号～金沢市丸の内1番2号所在の場所

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量
濃度
区分

総重量
(1台当たり

瓜、×台数）

参考事項番号 製品の種類 廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

定格
容量 製造者名 ｜ 型式 ｜製造年月|表奮号

PCB濃度23mg/k9
2004.3.29中部経産支局長届出1 台| 64, 500kg変圧器（トランス） 30,000KVAI北芝電機 I HCTL-DIS50.0417500020 低濃度15-019

PCB狸度2.2mg/kg

①に所有2007. 1.23北陸産業
保安監督署長提出金沢中央
"1L

製造年月S48.03→S48.04修正
製造者名住友電気工業→住友
垂工に修正

3x325mi
OFAZV

OFケーブル 6.9 kM住友電工 低濃度18-001-l S48.04

D B l ロ ロ

PCB濃度3.3mg/kg

①に所有2007. 1.23北陸産業
保安監督署長提出金沢中央
"3L

製造年月S48.03→S48.04修正
製造者名住友電気工業→住友
重工に修正

一

住友電工 ’3柵呼| s4&0'OFケーブル 6.9 kM 低濃度l8-001-2

PCB濃度17mg/kg

200910. l中部近畿産業保安監
督部長届出重量は本体(15-
019)に含む

変圧器（トランス） 北芝電機 台 低濃度21-004 S50.04 1 7500020 I

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由１

１

総重量
（1台当たり
、量×台数）

参考事項番号 製品の種類 台数又は
容器の数

定格
容量 製造年月|壼奮号製造者名 型式

該当なし
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
製品の型式等 量

所有終了
年月日’

所有終了
理由

番号 製品の種類 ｜
’

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

定格
容量

総重量
（1台当たり

重量×台数）

台数又は
容器の数製造年月|表奮号 参考事項型式製造者名

’該当なし

～

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の柵には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7~ 「処分予定年月｣の柵には､高濃度ﾎﾘ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物を自ら処分し､又は他人に委託することを予定している年月を記入すること｡低濃度ﾎﾘ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ
廃棄物については記入しなくて柵わない。

8． 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは､保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数(個数）を掛けた重量を記戦すること。その他
のものについては、容器込夢での重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の柵には、 「高波度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高漉度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

’’． 「保管の状況」として､新たにポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物の保管の状況を届け出る場合や､既に届け出たポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の柵には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の棚には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「l)CB濃度△Ⅲg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記戦する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び｢承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21~ 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記栽される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

・ を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面） ~

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者
住所：富山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’’
’

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部西金沢変電所

石川県金沢市米泉町1丁目l番地1

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

|電話番号’電話番号’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚鹿

’保管の場所

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

’｜ 量 保管の状況廃棄物の型式等

処分予
定
年月

台数又
は

容器の

数

濃度
区分

処理業者との

調整状況
分別・
混在の

別

漏れ等
の

おそれ

参考事項番号 総重量
（1台当たり

璽理×台数）

廃棄物の種類 容器の
性状蕊製造者名

表示記号

等

等
無

い
有

囲
の型式 製造年月

i |"| ~ ~ ~ ~ ~｜ ~ ~ ~ ｜川 | | I該当なし

(日本工業規格A列4番）
↓
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(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

I廃棄物の型式等 量
濃度

区分
保管開始
年月日

保管開始
理由ｉ

Ｉ
１
１

１
１

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

迅盈×台散）

参考事項定格

容量
表示記号
等

台数又は

容器の数
製造者名 型式 製造年月

その他PCBを含む

油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’

PCB濃度6.9mg/kg
20-001より16. 622L抜油

2022年度内処分

20-001-

41 14, 960 kg 低濃度 R4. 5. 10 新たに保管

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

’ 過廃棄物の型式等
濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由~

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

、里×台数）

参考事項
蕊“蕎省

表示記号
等

台数又は

容器の数
－

|’
北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所
石川県白山市荒屋町と8番1

PCB狸度6-9Ing/kg
20-001の分解部品
移動先で保管

(ﾌｯｼﾝｸ.R相）

20-001-

01

その他

(ﾌﾞｯｼﾝｸ.R相）
他の事業場に
移動

低濃度 R4.6.91 70.0 kg
毎
口

－

’ ’
北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所
石川県白山市荒屋町と8番I

PCB濃度6.9mg/kg
20-OOIの分解部品

移動先で保管

(ﾌ'7ｼﾝｸS相）

20-001-

02

その他

(ﾌ・ﾂｼﾝｸﾞS相）
他の事業場に
移動

低濃度 R4. 6.970.0 kg1
《
ロ

国
國
国
國

北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所
石川県白山市荒屋町と8番1

PCB濃度6.9mg/kg

20-001の分解部品

移動先で保管

(ﾌﾞｯｼﾝｸ.T相）

20-001-

03

その他

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞT相）
他の事業場に
移動

R4.6.91 70.0 kg
毎
口

その他

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞﾎ.ケッ
トR相） ’

北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所

石川県白山市荒屋町と8番1

PCB製度6.9mg/kg

20-001の分解部品

移動先で保管
(ﾌﾞｦｼﾝｸﾞﾎ・ｹﾜﾄR棚）

20-001-

04
他の事業場に
移動

1 R4.6.9140.0 kg
《
ロ

’
その他

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞﾎ・ケッ

トS相） ｜
’

北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所

石川県白山市荒屋町と8番！

PCB濃度6.9ug/kg

20-00Iの分解部品
移勁先で保管

(ﾌﾞｯｼﾝｸ俗ホ･ｹｯﾄS棚）

20-001-

05
他の事業場に
移動

R4.6.91 台 140.0 kg

’
その他

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞﾎ．ケッ

トT相） ’
北陸電力送配電株式会社石川支社
金沢電力部南金沢変電所
石川県白山市荒屋町と8番I

PCB湿度6.9mg/kg

20-001の分解部品

移動先で保管

(ﾌﾞｯｼﾝｸﾞﾎﾞｹｯﾄT相）

他の事業場に

移動
R4.6.91 台 100.0 kg

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

|圏 舗
圃 ’

自ら処

処分
年月日

i 量廃棄物の型式等 分した場合 ’ 処分を委託した場合

１
１

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

皿置×台数）

参考事項定格
容量

製造年
月

表示記号
等

台数又は

容器の数
処分委託

年月日

処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分受託者の
名称

製造者名 型式

’
その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’

ﾏﾆﾌｪｽﾄN0.

2148313287114,960kg R4.3. 22 オオノ開發(株） R4.5.4
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

北陸電力送配電株式会社 石川支社金沢電力部西金沢変電所

石川県金沢市米泉町1丁目1番地1

所在事業場の名称

所在事業場の所在地
塵

|電話番号’電話番号ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

b

076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広

事業場の所在地と同じ所在の場所

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

量廃棄の見込み製品の型式等
濃度
区分

参考事項総重量
(1台当たり
或賦×台数）

製品の種類 台数又は
容器の数

番号 処分業者との
調整状況

廃棄予定
年月

表示記号
等

定格
容量

製造者名｜ 型式 ｜製造年月

PCB濃度0.6mg/k9

2003.7.4中部経産支局長届出

’’
北陸電機
製造

1 台| 84,000 kg 低濃度S53.04 1 7814345変圧器（トランス） 30,OOOKVA15-012

PCB濃度6.9mg/kg

2008. 12.25中部近畿産業保安
監督部長届出
2022. 5. 10抜汕済

2022.6課龍洗浄開始
枝滞管理で保管
2022. 10謝蝿洗浄完了(一次中
性点ブッシング未分析）

30,000KvA|雄電機 1 台| 83, 500 kg 低濃度S60.09 1A50932Tl変圧器（トランス）20-001

PCB渡度l. 1mg/kg
2009. ll l l中部近畿産業保安
監督部長届出'5000KvA|麓電機 低濃度1 台| 64, 000kgA63209Tl変圧器（トランス） S58.0321-007-01

一

一

PCB濃度l9mg/kg

2009. 11. 1 1中部近継産業保安

監督部長屈出璽量は本体(21-
007-01)に含む。 21-007-01と
区別し管理
誤記修正：製造年S59.03-'
S62. 03

恭号を割りあて管理

I

変圧器（トランス）
（ｴﾚﾌｧﾝﾄ室） 北'塵電機 ｜製造

低濃度1 台S62．03 1A63209Tl21-007-02

ＩＩＩＩＩ

I

I

0 0 I E ロ

PCB濃度19mg/kg

2009a l 1. 1 1中部近畿産業保安
監督部長届出重量は本体(21-
007-0I)に含む。 21-007-01と
区別し管理

誤記修正：製造年S59.03-'
S62.03

番号を割りあて管理■■
｜ ’

I

変圧器（トランス）
（中性点避雷器室）

北陸電機
製造

低濃度1 台S62.0321-007-02

｜ ~

｜
’
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②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）4

｜

’
’ |- 製品の型式等 量

’ | 所有悪
理由

製品の種類 ’
’

番号

’
所有開始
年月日

台数又は 総重量

容器の数 (1台当たり

、皿×台数） ’

所有開始
場所

定格
容量

表示記号
等

参考製造者名 型式 製造年月

~ ’
１

１

１ ｜ ’ ’該当なし

’
●
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

量製品の型式等
所有終了
~理由

所有終了
年月日

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地蕊|製造慧籍| 型≦

参考事項総重量
（1台当たり
璽愚×台数）

番号 製品の種類 台数又は
容器の数製造年月|表奮号

■■■
I D~

該当なし
■

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び【製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7~ 「処分予定年月」の欄には､高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること｡低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物につ,いては記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、 川型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。 ~

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には､保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の梱のうち、 「容器の性状｣_の欄にばポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の柵のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の桶のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフエニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考

』
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(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて櫛わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載すること。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の棚には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の棚には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が､本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づき、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出すること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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発注番号4501967438

産業廃棄物処理委託契約書

[収集・運搬及び処分用］

排出事業者：北陸電力送配篭株式会社（以下「発注者」という。 ）と，収集・運搬及び処分業者：株式会社
オオノ開發株式会社（以下「受注者」という。 ）は，産業廃棄物の処理業務に関して以下のとおり契約す
る。

（目的）

第1条本契約は,発注者及び受注者が関係法令を遵守し,受注者が産業廃棄物の処理業務を円滑に行うご
“ とを目的として締結する。， ． §

筐蓋琴重)幸契約に鮒る罵語の定義を以下のとおり定める。
一「産業廃棄物｣とは,発注者の事業所:西金沢変電所(石川県金沢市米泉町1丁目,－，)から
排出される産業廃棄物をいう。

二 「処理業務｣とは,前項に定める産業廃棄物の収集.運搬及び処分をいう。
三 「委託物」とは,発注者が受注者に処理業務を委託する産業廃棄物をいう。
四 「未処理委託物｣とは,受注者が発注者から副渡しを受けたもののうち未だ処理していない委託

r

I

霧
函・密サロ

．． ”物をいう； 割 、‘ “
五 「検収」とは，処理業務の確認をいう。

く ･

； 六 「関係法令」とは,廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び処理業務に必要とされる法令を
財.写

いう。
.L

七 「許可証の写し」とは;廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第(条の四に定めるものを
いう。

ド ‘ ~ 八 「電子ﾏﾆﾌ土スト｣とは,鴎廃棄物の処理及び清掃に関する灌律第十二条の五に定める電子情報
吐 一処理組織の使用をいう。

九 ：｢情報処理センター｣-とは,廃棄物の処理及び清掃に閏する法律第十三条の二に定めるものをい
§．

● "■

う。 、

青 十｢紙ﾏﾆﾌｪｽﾄ｣とは｡廃棄物の処理及び清掃に耐る法律第十二条の三に定ある産業廃棄物
管理票をいう｡ ．

符

由

漣

！ ．‐
掌 （委託内容）

；摩~ 第3条受注者の事業範囲の確認は，以下の方法で行う。

一受注者は聡受注者の事業範囲が別表1のとおりであることを証する書面どして，許可証の写し
h；

・ を発注者に提出する。

二受注者は，許可事項に変更があった場合，速やかにその旨を発注者に通知するとともに，変更後ゴ

の許可証の写しを発注者に提出する。ミ

三発注者及び受注者は，許可証の写しを本契約書に添付する。
2発注者は，委託物の種類，予定数量及び委託料を別表2のとおり定める。
3受注者は，委託物を別表3のとおり処分する。

籠 灘診保管…蝋下…“
『

角

(義務と責任）

課長

零
難雲畏

鐘
詞
ご一

Ｗ
二
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旬 毛■■
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第4条発注者は，処理業務に必要な委託物の情報を以下のとおり受注者に提出する。
一発注者が受注者に提出する委託物の基本情報は,以下のとおりとする。
イ委託物の発生工程
ロ委託物の性状及び荷姿

ハ通常の保管状況の下での委託物の腐敗，揮発等性状の変化に関する事項
二委託物を他の廃棄物と混合させた場合等により生ずる支障
ホ委託物が廃パーソナルコンピュータ，廃ユニット形エアコンディショナー,廃テレビジョン受
信機，廃電子レンジ,~廃衣類乾燥機廃電気冷蔵庫，廃電気洗濯機であり， 日本産業規格CO950
号に規定する含有ﾏｰｸが付されたものである場合は,含誉ﾏｰｸの表示に関する事項‘

、へ委託物の石綿含有産業廃棄物,水銀使用製品産業廃棄物.水銀含有ぱいじん等又は特定産業廃
棄物（放射性物質汚染対処特措法施行規則附則第5条に定める.ものをいう｡）の有無（別表5）
ト委託物のその他取扱いの注意事項

二受注者は， 「廃棄物データシート」 （環境省の悪｢廃棄物情報の提供に関するガイドライン｣）の
項目の内容等を参考に,適正な処理業務を行うたあに必要な情報を発注者に対して要求できる｡発
注者は,受注者の要求に応じて,前号以外の適正な処理業務を行うために必要な情報を受注者に提
出する。

三発注者は,電子マニフェストを利用する場合,情報処理センターに必要事項を登録し,紙マニ
フェストを利用する場合,紙マニフェストに必要事項を正確に洩れなく記載し,受注者に提出する。

四受注者は,電子マニフェスドの内容に虚偽がある場合,.:.又は紙マニフェストの記載事項に虚偽，
~ もしくは記載漏れがある場合,委託物の引き取り,を一時停止し発注者に修正を求め,修正内容を確
認のうえ，委託物を引き取る。

五発注者は,第'’条で定める本契約の有効朔陶内に委託物の性状等に変更があった場合,適正’
な処理業務及び事故防止並びに処理費用等の観点から,受注者に対し速やかにその変更の内容及び
程度の情報を書面にて提出する。 ‘“

六発注者は,処理業務に必要な詳細事項を記載した仕様書を受注者に提出する｡.受注者は,仕様書
に基づき処理業務を行う。

2発注者及び受注者は，双方の責任範囲を以下のとおり定める。 ‐ ‐
一受注者の責任範囲は;,．委託物の積夢込み作業の開始から処分の完了までとする。
二発注者の責任脆囲は,受注者の責任範囲を除くすべてとする。
三受注者は, ､受注者の責任範囲に属する処理業務について関係法令に違反した処理業務を行い，
それによって発注者又は第三者に損害を及ぼした場合,受注者においてその損害を賠償し,発注者
に負担させない。

四発注者は，発注者の責任脆囲の中において受注者又は第三者に損害を及ぼした場合，発注者に
おいてその損害を賠償し，受注者に負担させない。 ： －

．3受注者は,処理業務を第三者に委託してはならない｡ただし,あらかじめ発注者の書面による承諾を
得て関係法令に定める再委託の基準に従う場合は,この限りでなしｺ｡この場合,受注者は含委託者(数
次にわたる場合はすべて含む。以下同じ｡)'に関係法令を遵守させなければならない｡

4受注者は,本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し,承継させ,又は抵当権その他担保の
目的に供してはならない｡ただし,あらがじめ書面による発注者の承諾を得た場合は,この限りでない。
5受注者は,処理業務の完了後に,発注者に対して以下のとおり業務完了報告を行わなげればならない。
一受注者は,電子マニスェストを利用する場合,情報処理センターにその旨の報告を行う｡さらに，
．発注者が指示した場合は,出来形数量を記載した書面を発注者に提出する。
二受注者は，紙マニフェストを利用する場合，収集‘運搬においては,運搬区間に応じ紙マニフエ
ストB2, B4, B6票を,処分業務においては"紙ﾏﾆﾌｪｽﾄb車を発注箸に提出する。

6 ､発注者は,前項に定める受注者からの業務完了報告を受けた後,速やがに検収を行う｡
7受注者は，処理業務を一時停止する場合，以下のとおり行わなければならない｡・
一受注者ぱやむを得ない理由がある場合,事前に発注者に対しその理由を説明し,発注者の了解
を得たうえで処理業務を睾時停止することができる｡ただし,受注者が事前に発注者の了解を得る
ことができない場合は，処理業務を停止した後に発注者に通知しなければならない。
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二受注者は,前号により処理業務を一時停止した場合,発注者における影響が最小限となるよう努
力しなければならない。

（委託料・消費税等相当額・支払い）

第5条、発注者は，当月1日から当月末日までに検収した業務又は出来形部分にかかる委託料に関係法令
に従い消喪税等相当額を加えた金額を翌月末日までに受注者に支払う。委託料は別表2に定める。

（内容の変更）

第6条発注者及び受注者は,必要がある場合,発注者と受注者の双方の協議により処理業務の内容を変更
一．できる。

2発注者及び受注者は,委託料が経済情勢の変化等により不相当となった場合,発注者と受注者の双方
・ もの協議によりこれを変更することができる。

’ 3 ，前2項の変更は，発注者及び受注者の書面による合意がなければ効力を有しない。

、

０

・

ジ

＆

字
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（機密保持）
〆

第7条発注者又は受注者は,やむを得ない理由がある場合,事前に相手方に対しその理由を説函し,相手
方の書面による了解を得たうえで業務上知り得た相手方の機密を第三者に開示できる｡ただし,発注者
又は受注者が事前に相手方の了解を得ることができない場合は,業尭上知り得た相手方の機密を開示し
‘た後に通知しなければならない。 .

『,▽

2前項の機密保持義務は，本契約が失効又は解除された後も継続する｡ ‘ ~

に
81

（契約の解除） 、 ‘

第8条発注者又は受注者は,相手方が本契約の各条項のいずれかに違反した掲合,催告のうえ3本契約を
解除できる。

2”発注者又は受注者は,前項の規定による契約解除時に,未処理委託物がある場合,次の措置を講じな・
字 ければならない。

一受注者の義務違反により発注者が解除した場合 ．

イ受注者は,解除後も，未処理委託物に対する処理業務から免れないことを承知し，未処理委
託物の処理業務を自ら行うか,又は発注者の承諾を得たうえで,許可を有する第三者に自己の費

~ 用をもって未処理委託物の処理業務を行わせなければならない。

ロ．受注者は,前項に定める未処理委託物処理業務の第三者委託において,その代金を支払う資
金がない場合m‘その旨を発注者に通知しなければならない。

‘ハ発注者は,ロの場合,発注者の費用負担をもって,第三者に対し,受注者のもとにある未処理
委託物の処理業務を行わせ，受注者に対してその斐用を請求する。。

二発注者の義務違反により受注者が解除した場合

・ 受注者は,発注者に対し，受注者のもとにある未処理委託物を，発注者の費用をもって引き
取ることを要求するか,又は受注者が自ら発注者まで運搬したうえで,発注者に対して費用を
請求することができる。

日

1＄

3

ゥ

1階

、

，(反社会的勢力への対応）

第9条発注者及び受注者は,相手方が次の各号の一つに該当する場合は,通知･催告せず直ちに本契約を
解除することができる。

‐一相手方又はその役員,責任者若しくは実質的に経営権を有する者(以下｢その役員等」という。）
~ が,暴力団(暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう｡ ） ，暴力

団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団員をいう。）.，暴力団員
．でなくなった日から5年を経過しない者,暴力団関係企業･団体若しくはその関係者,総会屋又は
その他反社会的勢力(以下これらをまとめて｢反社会的勢力」という｡）であると相手方が認めた
とき。

二相手方又はその役員等が，反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係を有してしjると



相手方が認めたとき。

三相手方又はその役員等が、 自ら又は第三者を利用して次の一つに該当する行為をしたと相手方
が認めたとき。

イ暴力的な要求行為

ロ法的な責任を超えた不当な要求行為
ハ本契約の履行に関して，脅迫的な言動をし，又は暴力を用いる行為
二風説を流布し，偽計又は威力を用いて相手方の信用を染損し，又は相手方の業務を妨害する
行為

ホその他イから二に準ずる行為

四相手方の再委託者若しくはその役員等又は相手方との本契約の履行のために相手方又はその
再委託者が使用する者が,･次の一つに該当し，かつ相手方が当該再委託者との取引を直ちに停止
又は本契約の履行から直ちに排除するなど，適切な対応ができないと相手方が認めたとき。

、 イ反社会的勢力であると相手方が認めた場合

ロ反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係を有していると相手方が認めた場合
ハ自ら若しくは第三者を利用して前号イからホの一つに該当する行為をしたと相手方が認め
た場合

2発注者及び受注者は,前項各号の規定により本契約を解除した場合において,相手方が被る損害を
負担しない。

3発注者及び受注者は，前1.項各号の規定により本契約が解除された場合において，相手方が被る損
害に関する賠償金を相手方の指定する期間内に支払わなければならない6この場合における損害額は，
発注者と受注者が協議して定める。

4発注者及び受注者は,相手方又はその役員等及び再委託者又はその役員等が反社会的勢力でないこと
及び反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係がないことを表明し保証する。 ~

）
ｰ

(損害賠償）

第’0条本契約の履行義務違反により損害を被った当事者は,本契約又は仕様書等で別に定めるものを除
き，当該損害の賠償を相手方に請求できる。

ロ

（有効期間）

第11条本契約は，有効期間を2022年4月4日から2022年7月22日までとする。
？

（協議〉

第12条発注者及び受注者は.本契約に定めのない事項又は本契約の各条項に関する疑義が生じた場合，
関係法令に従い,その都度発注者と受注者の双方の協議によりこれを取り決める｡‘ ~

〉

以上，本契約締結の証として，本書2通を作成し，発注者と受注者がそれぞれ記名押印のうえ各々その’~通を保管する。

2022年3月22日
~~~ず ､…争迩壬一.､才

（住所） ~

発注者（名称)，

（代表者）

富
北
総

山
陸
務

１
会
種

5番

社

池

一

ｰ

‐ （住研) ．

議篝鶏職：受注者膳銅、f戦者) ~



~

(別表1）受注者の事業範囲

認定の種類

認定年月日
認定番号

低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物無害化処理に係る環境大臣認定
平成30年3月30日 －ーて－－

平成30年第9号

無割上処理の用に供する施設
の種類

低濃度廃ポリ塩化ビフエニル等､低濃度ボリ淵ヒビフェニル汚染物又
は低濃度ポリ塩化ビフェニル処理物の焼却施設

無割上処理の用に供する施設
において処理する産業廃棄物
の種類

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
エ
ニ
ル
等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300
号｡以下｢法施行令」という｡）第2条の4第5号イに規定する廃
ポリ塩化ビフェニル等のうち、次に掲げるもの

イ電気機器又はOFｹｰﾌﾙ(ボリ制ﾋﾋﾌｪﾆﾙを絶縁材料と
して使用した電気機器又はOFケーブルを除く。）に使用された絶
縁油であって､微量のポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙによって汚染されたも
の‘(以下噸量ボリ塩化ビフェニル汚染絶縁油」という。）~が廃
棄物となったもの

口ボリ塩化ビフェニル濃度が廃ポリ塩化ビフェニル等1kgに ’
つき5,000mg以下のもの､(イに掲げるものを除く。 ）

｡

■ I

f"嘩、
鬼

法施行令第2条の4第5号ﾛに規定するポリ淵ﾋﾋﾌ菫菫ﾙ汚柔啄
のうち、次に掲げるもの

イ微量ポリ塩化ビフェニル汚染絶縁油が塗布され、染み込み、
付着し、又は封入されたものが廃棄物となったもの。

ロ汚泥､紙くず､木くず又餓維くずのうち、当該汚泥､紙く
ず､木くず又は繊維くずに塗布され､又は染み込んだポリ塩化ビ，

ﾌｪﾆﾙの量が汚泥､紙くず､木くず又は繍維くずlkgにつき ’
5,000mg以下のもの（イに掲げるものを除く。 ）

ハ廃プラスチック類のうち、当該廃プラスチック類に付着し：
又は封入されているポリ塩化ビフエニルの量が廃プラスチック
類1kgにつき5,000mg以下のもの（イに掲げるものを除く。 ）
二・ ~金属くず､陶磁器くず又は工作物の新築､改築若しくは除去｜
に伴って生じたコンクリートの破片その他これに類する不要物 ｜
（以下「金属くず等」というざ）のうち、当該金属くず等に付着，

い翼は封入書…ﾎﾘ塩化＝ﾙ嘘が金豚ず等に｜付着し、又は封入されている物1kgにつき5,000mg以下のもの（イ
に掲げるものを除く。 ） ‐~… …_~・ ~ ~

■
ｐ
骨
。

ボ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物

岬

、

』

、①

暦

法施行令第3条の4第5号ﾊに規定するボリ塩花ﾋﾌｪ薑ﾙ処理聯
のうち､｡次に掲げるもの.

イ廃ポリ塩化ビフェニル等のイ又はポリ捌ヒピフエニル汚染
物のイに掲げる廃棄物を処分するために処理したもの
口廃油のうち、当該廃油に含まれるボリ塩化ビフェニルの量が
廃油lkgにつき5,000mg以下のもの（イに掲げるものを除く。 ）
ハ汚泥、紙くず、木くず又は繊維くずのうち、当該汚泥、紙く
ず､木くず又は繊維くずに含まれるポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙの量が汚

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
エ
ニ
ル
処
理
物

『
●

’

泥､紙くず､木くず又は繊維くずlkgにつき5,000mg以下のもの(イ
に掲げるものを除く。 ）

1

二、廃プラスチック類のうち、当該廃プラスチック類に付着して
いるポリ塩化ビフェニルの量が廃プラスチック類lkgにつき
5,000mg以下のもの（イに掲げるものを除く。 ) .

ホ金属くず等のうち､当該金属くず等に付着しているボリ塩化

‐ ■

b

’
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１
．
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Ⅱ
１
４
１
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１
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Ｉ
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ａ
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’ ビフエニルの量が金属くず等に付着している物lkgにつき5,000mg以下のもの（イに掲げるものを除く。 .)
0

収集又は運搬の有無 有
~

命

(別表2）委託物の種類，予定数量及び委託料
収集。 ｜種類 IPCB含有絶縁油 ~
運搬費 I予定数量| ’式('7;640"
収集。

運搬費
一

■■p ■凶■‐ ゆ

り

－－

委託料
1，000，000円／式

(諸経斐等含む） ．

砧
▲
凸

＆

処分費

鑿
PCB含有絶縁油 ~

17, 640kg

1#,･764,0pO円｡”周綱

’
●

、～

k

(別表3）処分の方法
一・Pや辞◆ロ ＝司 寺｡ 局

施設の名称
』

|‘識遂ｿ彌發採式会社東温処分鰯＝~罵＝

’
鰯麓鰯繍施設の設置場所

繍露胸一処分の方法

イロータリーキルン式ガス;蹴却矩. (SsH,施謝、 ~
~ 廃ポリ塩化ビフェニル等及びポリ塩化ビフ土ニル
処理物(廃油に限る。 ） ~

21.36k]/日

廃ポリ塩化ビフェニル等、ポリ塩化ピフェニル汚染物
及びポリ塩化ビフェニル処理物〈ドラム缶による投入）

9.6t/日

ポリ塩化ビフェニル汚染物佳ドラム缶に限る。 ）．
。 ：

96本/日

ロロータリーキルン式ガス化焼却炉(SST施設）
廃ポリ塩化ビフェニル等及びポリ塩化ビフェニル処理物(廃油に限
るb ) ~ " ､ 10.56kJ/日

ハ固定炉(SSH施設付属） ~
ポリ塩化ビフェニル汚染物 11,2t/日
ポリ塩化ビフェニル処理物 . 7t/日

二回転バッチ炉(SST施設付属）
ポリ塩化ピフェニル汚染物 ~ 5.1t/日

ホ卜'ンネルキルン炉

ポリ劇ヒビフェニル汚染物及びボリ塩化ビフェニル処理物
. . 49.1t/日

へシャトルキルン炉

ポリ塩化ビフェニル汚染物及びポリ塩化ビフェニル処理物 40t/日 ’

』
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施設の設置場所
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(別表5） 委託棚迄含まれる含有物の有無
石綿含有産業廃鋤の有蕪 ■

■
。

’壁定産業廃棄物の有蕪
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面） ~

ポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月 日
金沢市長 村山卓殿 ~

届出者
~ 住所富山県富山市牛島町15番1号

~ 氏~名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

｜
’

■
Ⅱ
ｌ
Ｊ
Ｏ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｒ
ｎ
ｌ
旧
旧
旧
旧
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

保管事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部浅野変電所

保管事業場の所在地 石川県金沢市浅野本町2丁目18番8号

’’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

’ 量 i－廃棄物の型式等 保管の状況

処分予
定
年月

台数又
は

容器の

数

濃度

区分
処理業者との

調整状況
分別・
混在の

別

漏れ等
の

おそれ

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

理肚x台敬）

参考事項定格

容量
容器の

性状
表示記号
等

等
無

い
有

囲
の製造者名 型式 製造年月

■談豐種しl l l ~ ｜ ｜ ｜■｜ ｜■｜Ill l’ ’ ’該当なし

I
(日本工業規格A列4番）

1／5



(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物も

’

■■■■ 廃棄物の型式等

定格 表示記号製造者名 型式容量 製造年月 ． 等
定格

容量
表示記号
等

製造者名 型式 製造年月

’~
閏騨“識“ ”“可
■ ’

保管開始
理由

参考事

■

量

番号 廃棄物の種類

１
１

総重量
（1台当たり

甑量×台数）

台数又は

容器の数

■該当なし

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）
I 廃棄物の型式等

’ ’

量

’廃棄物の種類

｜
’

濃度
区分|璽式蝋苧|褒琴。

| ■ l l ll

製造年
月

表示記号
等

型式

｜ ’

保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号

灘~麓
l l l’

定格
容量

台数又は
容器の数

参考事項琴号二写争』貝製造者名

し該当なし

’

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

厩""W=亀ゞ･琴｡蕊灘常’ 製造年
月

表示記号

等
台数又は

容器の数
製造者名 型式

自ち処分した場合 ｜ 処分を委託した場合
濃度

区分
番号 廃棄物の種類

｜
｜

’

総重量
（1台当たり

Ⅱl量×台数）

処分

年月日一
参考事項処分後の廃棄物の

種類及び処分先
処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分

年月日
－

－

’ ’
該当なし

■
■

－

’

’ ’ ’
、

~
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(第3面）

2~ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部浅野変電所

石川県金沢市浅野本町2丁目18番8号所在事業場の所在地

’
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名 |電話番号’電話番号石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’所在の場所 事業場の所在地と同じ
●

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり
亜愚×台数）

参考事項定格
容量

表示記号
等

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

製造者名｜ 型式 ｜製造年月

PCB濃度2.5mg/k9

2006.8.29北陸産業保安監悩磐
長提出

2020. 10課電洗浄完了

2020. 12PCB含有機器変災届出
残ブッシング
2022.9. 12廃止届出

2022.9.22ブッシング油PCB分
析実施結果ND
※次年度削除

20*vA|雄電機 1 台| 56,000 kg変圧器（トランス）18-001 S47.07 1 7211564 低濃度

~

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由’

番号 製品の種類 総重量
(1台当たり
亜量×台数）

参考事項定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名｜ 型式 ｜製造年月

該当なし
8
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（第4面）
母

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等 量
所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号 製品の種類

蕊鰯|繍
参考事項

蕊|製造書名| 型式 |製造年月|襄奮号 0

| ~ll l ’該当なし

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ボリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を､ ~それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ボリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や､’既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況jの欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の棚のうち、 「分別‘混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。 ~

17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△Ⅲg/kg」 、
「今後分析予定｣ ） 。なお､保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は､各廃棄物及び製品について､その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19.“ 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の棚には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記斌される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以~ド
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27~その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
~ （第1面）

~ ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出害（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者住所富山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441-2512

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）
の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部 増泉変電所

石川県金沢市中村町5番11号

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

|電話番号’’’｜ 電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広

’保管の場所

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

｜ 量 I 保管の状況廃棄物の型式等

処分予
定

年月

台数又
~は

容器の

数

濃度

区分

処理業者との
調整状況

分別・

混在の
別

漏軌等
の

おそれ

参考事項総重量
（1台当たり

函踵×台散）

番号 廃棄物の種類 容器の

性状
等
無

い
有

囲
の

定格
容量

表示記号
等

型式 製造年月製造者名

■霞当曄↓ l l l~~ l l l ~■｜ll l ’該当なし

(日本工業規格A列4番）
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（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

’ 廃棄物の型式等 ■■■’ 量

’

’

一
認
識
、

定格

容量 ｜
’

番号 廃棄物

１
１

濃度
区分|銅醗l

| ｢-|
函

の種類 保管開始
年月日

保管
理
開始
由

総重量
（1台当たり

、没×台数）

参考事項製造者名 型式 製造年月

’該当なし

－

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）
廃棄物の型式等 量

濃度
区分

保管終了
年月日

番号

’
廃棄物の種類 保管終了

理由｜型式
卜

移動先の保管の場
又は事業場の名

所並びに
称及び所

事業者
在地

定格
容量

総重量
〈1台当たり

風量×台数）

製造年
月

表示紀号
等

台数又は

容器の数
参考事項製造者名

｜ ’該当なし

④前年度中に自ら処分し､ ~又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

■
園
■
■
■

｜－廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合

遥
月
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

製

~

式型
昭

一

~

■

~

製造
型式

’

湛度
区分

廃棄物の種類 総重量
､（1台当たり

亜量×台数）

年
月

表示紀号
等

台数又は

容器の数
処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

参考事項処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日

町該当1

1

’

自己
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部 増泉変電所所在事業場の名称

所在事業場の所在地 石川県金沢市中村町5番11号

~電話番号’電話番号’
、

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広

’所在の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

廃棄の見込み 量製品の型式等
濃度
区分

総重量
（1台当たり
亜量×台数）

参考事項番号 製品の種類 処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

廃棄予定
年月

定格
容量 製造年月|表誓号型式製造者名

ー

PCB渡度0. 5mg/kg
2004.3.29中部経産支局長届出
（本体）亜瞳はｴﾚﾌｧﾝﾄ室(21-
006)含む

8015090Tl

S55.04 ~ ~-2

、

30,000“|蕊電機 1 台| 83, 100kg 低濃度変圧器（トランス）15-018

PCB濃度4.8mg/k9

2006.9.22北陸産業保安監督増

長提出
（本体）垂量はｴﾚﾌｧﾝﾄ室(18-
00I-02)含む

30,000KvA|蕊電機 S5aO4 180'MIOT} 1 台| 83, 650kg 低濃度変圧器（トランス）18-001-01

PCB澱度6.4mg/k9

2006.9.22北陸産業保安監悩珊
長拠出
（ｴﾚﾌｧﾝﾄ室）亜最は本体(18-
001-01)に含む

6

北陸電機
製造

8015090Tl

-l
低濃度変圧器（トランス） 1 台18-001-02

I

PCB狼度7. 7mg/k9

2009. 10. 1中部近峨産業保安監
督部畏屈出
（ｴﾚﾌｧﾝﾄ室) III鼠は本体(15-
018)に含む

I

北陸電機
製造

8015090Tl

－2
低濃度1 台変圧器（トランス） S55.0421-006

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量
所有開始
場所

所有開始
理由

所有開始
年月日

参考事項総重量
（1台当たり
里量×台数）

製品の種類番号 台数又は
容器の数鑿｜製造者名｜ 型式

表示記号
等

製造年月

該当なし ｌｌｌｌ
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
製品の型式等 量

所有終了
年月日

番号 所有終了
理由

製品の種類 移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地鑿|製造寳名 総重量

（1台当たり
砥最×台数）型式 |製造年月|表零号

台数又は
容器の数

参考事項

該当なし

備考
1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には､ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。 ~

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しiなくて構わない。

8． 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 J低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度｣~とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入すること。

14． 「保管の状況」の棚のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記敢しなくて構わない。

17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記戦すること。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ボリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づき、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については記載しなくて構わない。

26~ この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）~を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
蕊濤纐饗礫紮蕊堕漣茎藍彙唯墜塑騨9月に亨唾崖菫犀謹賀雲磨玩溺鵡濃砿羅黙蝋洗勇駕瀕謹蕊識
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出すること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。

ざ
、
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様式第一号（一)~ （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

~ ~ （第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出害（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿：

’

~
1

’届出者

住所富山県富山市牛島町15番1号

氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也~

~電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）
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ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

~の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ピフェニル廃棄物について

’~
~
~

~~~~

~
~

１

１

Ａ

１

１

’
I

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部東金沢変電所
~

保管事業場の名称
ｌ
ｉ
Ｊ
「
’

ＩＩｌ

ｌ
ｌ
ｌ

Ⅱ４１－

－

１

保管事業場の所在地 石川県金沢市旭町3丁目5番1号

’ |電話番号’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

保管の場所I

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物
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(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物
上
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

8

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部東金沢変電所所在事業場の名称

所在事業場の所在地 石川県金沢市旭町3丁目5番1号

’ |電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名
石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’所在の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み
皇
里

濃度
区分

総重量
（1台当たり

重量×台数）

参考事項番号 製品の種類 廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数蕊|製造脅名| 製式 |製造年月|表零己号

1

。 Ⅱ ■ ■

北陸電機
20, 000KVA

製造

■ ﾛ

PCB濃度1.2mg/k9
2003..7.4中部経産支局長朋出変圧器（トランス） 1 台| 69, 300kg 低漉度A42324Tl15-013 S60.06

PCB濃度2mg/kg

2009. 10. 1中部近畿産業保安雛

悩部長届出

2019.9課電洗浄完了
2019. 12PCB含有機器変更届出
残ブッシング

北陸電機
製造

変圧器（トランス） 1 台69, 300 kg 低澱度21-003 20, 000KVA S61. 05 A52680TI

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量
所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

総重量
（1台当たり

砿鰍×台数）

製品の種類 参考事項番号
蕊｜製造者名| 型式

台数又は
容器の数製造年月 |表零日号

’該当なし
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

番号 製品の種類 移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地鑿|製造蓄名

総重量
（1台当たり

、量×台数）

台数又は
容器の数型式 |製造年月|表零号 参考事項

該当なし

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては､引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記栽されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
． （例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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（第5面）

’6． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ボリ塩化ビフヱニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。 ~

17． 「参考事項｣の欄には､その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること(例： 「屋内で保管｣ 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg｣ 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。 ~

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の桶には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたボリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号).第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて柵わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し~(廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。

5/5



様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係)．
（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者
~ 住所富山県富山市牛島町15番1号

~ 氏名北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

~ ~電話番号076-441-2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；
の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ボリ塩化ビフェニル廃棄物について

１
１
１
１

’ 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部北安江変電所

石川県金沢市北安江4丁目1522番

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

|電話番号 ’電話番号’ 076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当）池田尚広特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

’ 保管の場所

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

I｜ ~ ~ ~ ｜ ~ 量 ~ i ~ 1 保管の状況’ 廃棄物の型式等
処分予

定

~年月

又

~

の

数
は
器
数

台

容

濃度

区分

処理業者との

調整状況
漏れ等
の

おそれ

分別・

混在の
別

参考事項総重量
（1台当たり

、踵×台散）

番号 ｜ ・

製造者名

，

廃棄物の種類 容器の

性状
等
無

い
有

囲
の

定格
容量

表示記号
~ ~等 ．

型式 製造年月

’’
I

該当なし

(日本工業規格A列4番）
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（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 」

番号 廃棄物の種類 度
分

濃
区

保管開始
年月日

定格

容量
保管開始
理由

表示記号
等

総重量
(1台当たり
瓜量×台数）

台数又は

容器の数
製造者名 型式 製造年月 参考事項

該当なし

’

’
＝ ‐ ≦ l 」

④前年度中に自ら処分し、 又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等~－司~一~面 迦分した塲苔一T－－~泥罹萎詫E完瘍舂
番号|廃棄物の種類｜ 定格 濃度

区分
製造年|表示記号|台数又は｜総重量

蝋|鷺織溌禦，製造者名｜ 型式

典睾静|処分蕊誉の|蝋|参考事項
容量 (1台当たり月 ’ 等 ｜容器の数

、風×台散）

該当なし

j 』 B ロ 且 ロ ■

2/5

番号

二週二

廃棄物の種類

降搗垂吻｡~)五fJ試今皇璽

定格
容量

－=」

製造者名 型式
製造年
月

表示記号
等

､量

台数又は

容器の数

総重量
(1台当たり

皿量×台数）

濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

－

参考事項



(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部北安江変電所

所在事業場の所在地 石川県金沢市北安江4丁目1522番

’ |電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名
石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

■

’所在の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃塵ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量
濃度
区分

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり
、蝿×台数）

参考事項定格
容量

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

表示記号
等~

製造者名 型式 製造年月

PCB渡度0.8mg/kg

2009. 10PCB含布機器設雌届出
2018. 10課電洗抑完了
2019. 1 PCB含有機器変更届出
残ブッシング20%vA|蕊霜機変圧器（トランス）21-014-1 Hl.04 IA85121T1 1 台| 57,400kg 低濃度

~ ~
PCB濃度0.7mg/k9

2009. 10. 1中部近蝿産業保安朧
督部長届出亜賦は本体(21-
014-1)に含む

2009. 10PCB含称機器般1世冊1l｣

2018. 10課遊洗浄完了
2019. 1 PCB含有機器変更)ill11
残ブッシング
番号を割りあて管理

変圧器（トランス）
~(ｴﾚﾌｧﾝﾄ室） 川00mIA|蕊霜機21-014-2 H1. 04 1 台 低濃度

①

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等
皇
皐

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり
重量×台数）

参考事項定格
容量

台数又は
容器の数型式|製造鞘|表奮号製造者名

■■■■

■

’ ’
少

該当なし
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（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
製品の型式等 皇

塁 ~

所有終了
年月日

番号 所有終了
理由

製品の種類

製造年月|襄奮号
移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

定格
容量

総重量
（1台当たり

重量×台数）

台数又は
容器の数

参考事項製造者名

型式 ’

|該当なし ’
~ ~

備考
1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の柵には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10. 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である｡

11~ 「保管の状況」として､新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や､既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には。保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の柵のうち、 「分別・混在の別］の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 ~ 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△Ⅲg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記戦すること。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記戦するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
．フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
~ 受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付することbなお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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様式第一号（一) ~ （第九条､ 第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年6月 日

金沢市長 村山卓殿

届出者

住所富山県富山市牛島町15番1号

~氏名 ~北陸電力送配電株式会社
代表取締役社長棚田一也

電話番号076-441~2512

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む｡ )

r

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び；

の規定に基づき、令和4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1. ~ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’ ’保管事業場の名称 北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部北金沢変電所

保管事業場の所在地 石川県金沢市薬師堂町ハ16

| 電話番号 ’電話番号’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広 076-202-6955

’ ’保管の場所 事業場の所在地と同じ

①前年度の3月3旧に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

’ 量 l ~廃棄物の型式等 保管の状況

処分予
定

年月

台数又
は

容器の

数

I

濃度

区分
処理業者との
調整状況

分別・
混在の

別

漏れ等
の

おそれ

番号 参考事項
一､－

、

廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

型駐×台数）蕊製造者名
容器の

性状
表示記号

等

等
無

い
有

囲
の製造年月型式

－

その他PCBを

含む油 ~

(ｺﾝﾀﾐ油）

ドラム缶

(200L) 篭熱分別 なし
PCB狼度不明

容器30kg
i 缶15-00ウ 210.0 kg 不明

その他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

ドラム缶

(200L) 噂驍分別 なし
PCB濃度不[＃1

容器30kg
l 缶 不明15-001/ 210.0 kg

'除…甑i罐~
その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’ ’

ﾄ,ﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、
掲示有

PCB浪度不lﾘ］

容器30kg
l 缶 165.0 kg 不明 分別 なし
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~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

|不“
,|卜明
1国
|卜“
卜“
園
I詞
|卜鴫｜
|卜“
I糊
|不“

不明

明

明

卜．

明’

卜“
不明

｜

『明

~
その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’ ’ I ’ １

１
１
１

’’ ’ 1’ １
１

’ ’ ’
ﾄ， |ﾗﾑ缶

(100L)
囲い有、
掲示有

PCB濃度不ﾘj

容器30kg
17-007 102.7kg 分別 なし

その他PCBを

含む油

(ｺﾝﾀﾐ油） 1
1

！

’ﾄﾞ|ﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、

掲示有
PCB漫慶不明

容器30kg18-00し l ･ 缶 210.0 kg 分別 なし

’

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’ ’

ﾄ． ﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、
掲示有

PCB濃度不明

容器30kg
18-00 2／

〆

l 缶 196. 5 kg 分別 なし

珂
国

その他PCBを

含む油 ~
(ｺﾝﾀﾐ油） ~

~
~

I

ﾄﾞ |ﾗﾑ缶

(200L)
囲い有、

掲示有
PCB渥度不明

容器30kg
I 缶 138.0 kg 分別 なし

I

その他PCBを

含む油

(ｺﾝﾀﾐ油） ’ ’ ’
卜1ﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、
掲示有

PCB渡度不明

容器30kg
l 缶 190.2 kg 分別 なし

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’ １

１~
~

’
’

ﾄﾞ{ﾗﾑ缶
~~h

(200L)リ
囲い有、
掲示有

PCB浪度不明

容器30kg
18-011

〆

l 缶 45.3 kg 分別 なし

－

’ ’1 缶

I

’柵 囲い有、
~掲示有

PCB濃庚不明

容器30kg
ウエス18-012 39.7 kg 分別 なし

1

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） Ｉ

~

’
ﾄﾞｻﾑ缶
(200L)

I

囲い有、
掲示有

PCB濃度不明

容器30kg
20-020" l 缶 38.0k9 分別 なし

｜
州
一
州
一

20-02乳

20-0
24-

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） ’ ’ １

１

ﾄﾞ'ﾑ缶
(2DOL)

I

囲い有、
掲示有

PCB狸度不明

容器30kg
l 缶 124.5 kg 分別 なし

美の他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） １

１
１

I

ﾄﾞｳﾑ缶
(2POL) 聡嘉分別 なし

PCB湿度不明

容器30kg
l 缶 192.0 kg

’ ﾄﾞｳﾑ缶
(200L) 認嘉分別

PCB湿度不ﾘl

容器30kg
,ウエス24-00；， l 缶 49.4k9 なし

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油） 国’ ’

ﾄﾞﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、

掲示有

PCB濃度不明

容器30kg
25-007

ぎ
l 伍 201.0 kg 分別 なし

卜“
［

ﾄ,ﾗﾑ缶

(200L) I
囲い有、

掲示有

PCB漫度不叫l

容器30kg
ウエス30-00 し l 缶 52. 1 kg 分別 なし

その他PCBを

含む油

(ｺﾝﾀﾐ油） ’ １

１

’ 卜調
I

｜
’

’ﾄﾞｸﾑ缶
(200L)

I

囲い有、

掲示有
PCB浪度不Iﾘl

容器30kg
30-005《 l 缶 84.7 kg 分別 なし

’

１
１

その他PCBを

含む油

(ｺﾝﾀﾐ油） ’ １
１

卜“
ﾄ

ﾄﾞ;ﾑ缶
(200L) 鼬熟分別 なし

PCB渥度不明

容器30kg
32-007‘ l 缶 210.0 kg

’ ’ ’ | ’ ’
ﾄﾞﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、

掲示有 ’
その他

(金属類）
PCB狸度不明

容器30kg
32-017 l 缶 30. 1 kg 下明 分別 なし

2/11



而
PCB濃度不明

容器30kg
仮保管川により内部汚染職;|甥桑|分別 ｜ なし

その他
(ドラム缶）32-024/ l 缶30.0 kg 不明

１
１

。Ⅱ

職#|難桑| 分別 ｜ なし
その他
(金属類）

PCB濃度不Iﾘl
容器30kg

l 缶 38.8 kg 不明33-001
ダ

ﾄ．ﾗﾑ缶
(200L) 鼈桑｜分別

PCB浪度不明
容器30kg

ウエス l 缶 46.3 kg 不明 なし33-002
'

’ |柵|鶴嘉|分別 ｜ なし
PCB濃度不明
容器30kg

ウエス l 缶33-00↓ 54.9 kg 不明 く

|締|罷桑|分冊‘ ｜ なし
PCB濃度不明

容器30kg
ウエス l 缶52．3 kg 不明33-004

〆

|縮|竪桑|分別 ｜ なし
PCB濃度不明

容器30kg
ウエス l 缶| 35.8 kg 不明33-005

三

。

． ■ ■ ■ ■

i l ~ 1 |縮|鼈桑|分別 ｜ なし
PCB濃度不明
容器30kg

ウエス l 缶54.7 kg 不明庁
Ｉ
ノ

００
－

３３

硫言隠桑｜分別 ｜ なし
その他
(金属類）

PCB濃度不明
容器30kgl 缶| 79.3 kg 不明33-008

〆

PCB濃度不明

容器4kg
汚染物専用輸送容器ﾍ刷缶|篭桑|分別 ｜ なし

その他

(ペール缶）
l 缶| 4.0 kg 不明33-009,

PCB渡度不明
容器4kg

汚染物専朋愉送容器ﾍ刷缶鼈嘉| 分別 なし
その他
(ペール缶）

33-019 l 缶| 4.0 kg 不明

PCB浪度不り］
容器8kg
汚染物専用輸送容器ﾍ刷伍|鼈桑｜分別 ｜ なし

その他

'(ペール缶）
33-011

ゼ
l 缶| 8.0 kg 不明

PCB濃度不明

容器6kg
汚染物専用輸送容器ﾍ酬缶篭桑|分別 ｜ なし

その他
(ペール缶）

l 缶| 6.0 kg 不明33-012
グ

’
PCB濃度不明

容器8kg
汚染物専用輸送容器 、
34-007～34-01 1を仮保管
→34-021に移替

ﾍ耐缶竪桑|分別 ｜ なし元の他
(ペール缶）

33-013, l 缶 8.0 kg 不明

’
試験用変圧器
' （トランス） 3.O KⅧ屡京変圧 なし |騨鶏｜分別 ｜ なし一

川

Ⅲ
Ⅳ
Ｔ
２ 低濃度33-01 L 1 台’ 55．0 ･kgS37 1 620490 PCB濃度l5mg/k9

ﾛ ﾛ ■ ■
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一

その他
(金属類） l 缶| 300.0 kg PCB狼度6.9mg/kg

内容物270kg+容器30kg
34-001 低濃度

■ ら

~

その他
(金属類） 職言|竪桑|分別｜ なし

PCB濃度6.9mg/kg

内容物'370kg+容器30kg
34-002 低濃度l 缶| 400.0 kg

職言|篭黒|分別 ｜ なし PCB濃度6.9mg/kg

内容物28.0kg+容器30kg
34-003 ウエス l 缶| 58.0 kg 低濃度

職言隠桑|分別｜ なし
PCB擢度6.9mg/kg

内容物20. 1kg+容器30kg
ウエス34-004 l 缶| 50. 1 kg 低濃度

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
１
１
１
申
ｌ
１
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
０
１
Ｉ
ｃ
０
Ⅱ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
甲
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
■
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｑ
ｌ
０
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
●
ｌ
０
ｌ
Ｕ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
句
ｈ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
●
ｌ
Ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
中
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｐ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

|縮|電桑|分別 ｜ なし PCB渡度6.9mg/kg
内容物20kg+容器30kg

ウエス34-005 l 缶| 50.0 kg 低濃度

その他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物180kg(200L)+容
器30kg

ﾄﾞﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、

掲示有
34-012 l 缶| 210.0 kg 不明 分別 ｜ なし

ﾄﾞﾗﾑ缶
(200L) 罷桑｜分別 ｜ なし

PCB渡度不明
内容物26. 5kg+容器30kg

ウエス34-013 l 缶| 56.5 kg 不明

その他PCBZ

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不ﾘl
内容物180kg(200L)+容
器30kg|茄曙桑分別 なし

&諦曙桑分別 なし

職間囎鶏分別 なし

34-014 l 缶| 210.0 kg 不明

その他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物180kg(200L)+*
器30kg

34-015 l 缶| 210.0 kg 不明

その他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB浪度不Iﾘl

内容物171kg(190L)+容

器30kg

34-016 l 缶 201.0 kg 不明

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不Iﾘ1

内容物162kg(180L)+容

器~30kg

ドラム缶
(200L)

囲い有、
掲示有

34-017 l 缶l 192.0 kg 不明 分別 ｜ なし

その他PCBを

含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

その他PCBを
含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB漉度不明

内容物162kg(180L)+容
器30kg硫言|蝋桑| 分ｶﾘ ｜ なし34-018 l 缶l 192.0 kg 不明

■■■■■■■■■■■■

PCB濃度不明

内容物18kg(20L)+容器
30kg

ﾄﾞﾗﾑ缶
(200L)

囲い有、
掲示有

34-022 l 缶| 48.0 kg 不明 分別 ｜ なし

一－

(日本工業規格A列4番）
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(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

『一一一一一一

廃棄物の型式等 量
濃度

区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
、髄×台数）

参考事項定格
容量 型式 ｜製造年月 ｜表奮号

台数又は
容器の数

製造者名

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

15-005-

41
PCB濃度不明
15-005に180.0kg(200L)搬入

180.0 kg 新たに保管R4. 5. 14不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

17-007-

41
PCB濃度不明

17-007に41.4kg(46.OL)搬入
41.4 kg R4.5. 17 新たに保管不明

｜ ’
その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

18-002-

41
PCB濃度不明

18-002に139. 2kg(154.7L)搬入
139.2 kg R4.7. 15 新たに保管不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

18-006-

41
PCB濃度不明

18-006に108.0kg(120L)搬入
108.0 kg R4. 5. 11 新たに保管不明

’
その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

18-008-

41
PCB濃度不明

18-008に1 10.7kg(123L)搬入
110.7 kg R4.7. 15 新たに保管不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

20-024-

41
PCB濃度不明

20-024に162.0kg(180L)搬入
162.0 kg R4.6.9 新たに保管不明

PCB濃度0.75mg/kg

31-013-OI 、 31-013-02より合
計4.833L抜油
2022年度内処分

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

31-013-

01-41 4,350･ kg 低濃度 R4.8. 22 新たに保管

その他(77kV8SC

放電コイル室･オイル
ダクト絶縁油用）

PCB濃度0.75mg/k9

2022年度内処分31-013-

01
7, 500 KVAI日新電機| - S61. 03 1 81 145 《

口 2, 540 kg 低濃度 R4. 9. 12 使用→保管1

■

PCB濃度0.84mg/kg

2022年度内処分その他(77kV8SC
直列リアクトル）

31-013-

02
1 , 200 KVAI日新電機I HM-DAE I S61.03 1 71469 1 台|8, 500 kg 低濃度 R4. 9. 12 使用→保管

国

画

字

画

●

その他

（金属類）

－７１０－２
１

３
４

PCB濃度不明

32-017に0. ikg搬入
0. 1 kg R4. 1 1 . 11 新たに保管不明

33-003-

41
PCB渡度不明

33-003に15kg搬入
ウエス 1. 5 k9 R4.4． 13 新たに保管不明

PCB濃度不明

33-007に7.4kg搬入
ウエス33-007 7.4 k9 R4.4. 1 1 新たに保管不明

■
その他
（金属類）

PCB濃度6.9mg/kg

内容物'270kg+容器30kg
34-001 l 缶 300.0 kg 低濃度 R4. 6. 9 新たに保管
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■■■■

その他
（金属類）

PCB濃度6.9mg/kg
内容物370kg+容器30kg

新たに保管l 缶|400.0 kg 低濃度 R4. 6. 934-002

－

｜ ｜ ｜ ’
PCB濃度6.9mg/kg

内容物28.0kg+容器30kg

ロ

新たに保管l 缶58.0 kg 低濃度 R4. 6.9ウエス34-003

■■
PCB濃度6.9mg/kg
内容物20. 1kg+容器30kg

新たに保管ウエス l 缶’ 50． 1 kg 低濃度 R4.6.934-004

PCB濃度6.9mg/kg

内容物20kg+容器30kg

ロ 。 l ロ 、 『 ロ I

新たに保管50.0 kgウエス l 缶 低濃度 R4. 6. 934-005

■■■■
↑ I

PCB濃度不明

内容物:4.8kg
2022年度内処分

PCB濃度不明
重堂0.01kg

33-013に仮保管→34-021に移
替
2022年度容器を含め全処分

（

水銀灯用安定器 1 台| 4.8 kg R4.8.2 新たに保管高濃度34-006
■

その他
(オイルコンデンサ） 'ﾖ本ケミ |OP40T-0221 $50｣コン

新たに保管台 R4.9. 16134-007 不明

PCB濃度不明

重量0.01kg
33-013に仮保管→34-021に移
替

2022年度容器を含め全処分

PCB濃度不明

重量0.01kg
33-013に仮保管→34-021に移

替
2022年度容器を含め全処分

その他
(オイルコンデンサ）

日本ケミ
コン

新たに保管OP40T-022I S50.1 台 R4.9. 16I 不明34-008

酸ケミ | OP40T_O1 | $50｣その他
(オイルコンデンサ）

新たに保管台 R4. 9. 161 不明34-009

PCB濃度不明
重量0.01kg
33-013に仮保管→34-021に移

替
2022年度容器を含め全処分

その他
(オイルコンデンサ） 日本ケミ |MP25T-'｣コン

新たに保管S50. 1 1 台 R4. 9. 1634-010 不明

PCB濃度不ﾘ］

璽躍0.01kg
33-013に仮保管→34-021に移

替
2022年度容器を含め全処分

その他
(オイルコンデンサ）

日本ケミ
陰ﾏン

新たに保管MP25T-IA I S50. l 1
《
口 R4. 9. 16･不明34-01 1

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB浪度不Iﾘl

内容物180kg(200L)+容器301(g
新たに保管l 缶| 210.0 kg R4. 9. 21不明34-012

PCB濃度不lﾘl
内容物26.5kg+容器30kg

新たに保管ウエス l 缶| 56.5 kg R4.9. 21不明34-013

’
その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物180kg(200L)+容器30kg
新たに保管l 缶| 210.0 kg R4.9. 2134-014 不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不り1

内容物180kg(200L)+容器30kg
新たに保管l 缶| 210.0 kg R4. 9. 2134-015 不明

~ ~
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Ｉ
Ｊ
Ｉ

~－－ヘ

こ
ぐ

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明
内容物180kg(200L)+容器30kgl 缶210.0 kg R4.9.21 新たに保管34-014

－一一

不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物180kg(200L)+容器30kg
新たに保管l 缶 210.0 kg R4.9.21

竺妙
不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物171kg(190L)+容器30kg
新たに保管l 缶201.0 kg R4. 9.2134-016 不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物162kg(180L)+容器30kgl 缶192.0 kg R4. 11.25 新たに保管34-017 不明

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物162kg(180L)+容器30kgl 缶l 192.0 kg R4． 11.25 新たに保管34-018 不明

PCB濃度不明
容器0.04kg
34-007～34-011を保管
2022年度容器を含め全処分

その他

（金属缶）
新たに保管l 缶 R4. 10.2634-021 不明

缶48.0 kg
その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

PCB濃度不明

内容物18kg(20L)+容器30kg
R5.3. 10 新たに保管34-022 不明

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量
移動先の保管の場所並びに事

業者
又は事業場の名称及び所在地

濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由’

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
覗最×台数）

参考事項定格
容量 製造者名|型式|製曹年|表奮号

台数又は
容器の数

■■■■■該当なし

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度
区分

処分受託者
の

名称

廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
亜最×台数）

番号 参考事項

蕊｜製造者名|型式|製曹年|表誓号
処分
年月日

処分
年月日

処分委託
年月日

台数又は
容器の数

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

’

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

21391614414

(重量合計；4.350kg)

その他PCBを含む油
(ｺﾝﾀﾐ油）

31-013-

01-41 R47; |噌鷆環IR4&2,低濃度4, 350 kg
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ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

21391614425

(重量合計: 6,390kg)
21391614451

(重量合計; 1, 390kg)
21391614462

(重量合計: 18,760kg)

その他(77kV8SC

放電コイル室･オイ
ルダクト絶縁油用）

４
４
４

Ｒ
Ｒ
Ｒ

10

lO

10

26

29
27

31-013-

01 z500 KvA|胤新電 | - |S6'031 8''4; 5 1群珂蒜。低濃度I 台 R4.9

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

21391614425

(重塁合計6,390kg)
21391614451

(重量合計: I 390kg)
21391614462

(重量合計: 18,760kg)

’ 1

""|鱗聯｡膳
lO

IO

10

26

29

27

31-013-

02
その他(77kV8SC
直列リアクトル） '200 KvA|星新電%|S6L0317'461 低濃度1 台

中間貯蔵・

環境安全事R4. 1 1. 16
業(株）

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

60000099810
34-006 水銀灯用安定器 高濃度1 台| 4.8 kg R4.9. 22

その他

(オイルコンデン
サ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

15071734727

(重量合計: 1kg)
34-021で処分

R5.2. 1 群桐エコロR5.2.22
（株）

34-007 低濃度1 台

その他

(オイルコンデン
サ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

15071734727

(重量合計: 1kg)
34-021で処分

R52! |群阿蘇ﾛ|R522'34-008 低濃度1 台

その他

(オイルコンデン
サ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

15071734727

(重量合計; 1kg)
34-021で処分

R5.2. 1 群珂蔚p| R522'34-009 低濃度1 台

その他
(オイルコンデン
サ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

15071734727

(重量合計: lkg)
34-021で処分

R52! |群珂蔚ﾛ|R522'34-010 低濃度1 台

その他
(オイルコンデン
サ）

ﾏﾆﾌｪｽﾄN0.

15071734727

(重量合計: 1kg)
34-021で処分

R52! |群珂蔚ロR5.2.2234-011 低濃度1 台

ﾏﾆﾌｪｽﾄNo.

15071734727

(重量合計: 1kg)

その他
（金属缶） ‘"! |騨珂庶・|""，

34-021 低濃度l 缶
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

今 ■

北陸電力送配電株式会社石川支社金沢電力部北金沢変電所

~石川県金沢市薬師堂町ハ16

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号’電話番号’
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名
076-202-6955石川支社技術担当(電力保安担当） 池田尚広

’事業場の所在地と同じ所在の場所

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

量廃棄の見込み製品の型式等
濃度
区分

〃Ⅱ D B 』

参考事項総重量
（1台当たり

亜量×台数）

台数又は
容器の数

製品の種類 処分業者との
調整状況

廃棄予定
年月 ~

番号 表示記号
等

定格
容量

製造年月製造者名｜ 型式

PCB渡度0.7mg/k9

2004.8中部経産支局長届出

’ 台| 82, 000kg北陸電機
製造

1 ． Ⅱ

低濃度IS55．06 IA90912TI変圧器（トランス） 30, 000KVA16-002

~

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

量製品の型式等
所有開始
理由

所有開始
場所

所有開始
年月日|製造着名| 型式 |製造隼鳳|表誓。

参考事項総重量
（1台当たり
茄量×台数）

製品の種類番号 台数又は
容器の数

定格
容量

■ ■

|■■■口
J1 1

該当なし

』
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（第4面）｜、

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ﾎﾘ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ使用製品
一丁 ｜ ~ 製品の型式等 i l l 量 ，

’

製品の型式等 I

製品の種類’番号 所有終了
年月日

総重量
． （1台当たり
重量×台数）

所有終了
理由’

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

表示記
等

台数又は

容器の数

。
弓

参考事項

’ ’
該当なし

｜~

’’

備考 ’~ この届出書は､ポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物の保管又虐ポリ塩ｲﾋﾋﾜｪﾆﾙ使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し､毎年度6月3
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合にほ、速やかに都道府県知事に連絡すること。

瀦職 議 寓ゞ
での届出において既に当該事業場における番号が いるものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には､・ に沿って、その名称を具体的に記入すること。 、
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、 （トラ･ンス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」 ･につ 記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵には、高濃度ボリ塩化ビフェニノ職棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。
廃棄物については記入しなくて柵わない。

0日までに提出すること。

~ ｢所在事業場の名称」及び

を付すこと。なお、前回ま

｢製造年月」及び「表示記号

低濃度ポリ塩化ビフェニル

8~銭蝋鱈割撫繊鯉撫邸鰻健
鰯雲溌雲 慧 驚鷺,~ ﾃ鯛溌ま蕾農鐡踊鰭講偽霞堂鰯

のものについては､容器込みでの重通を記戦するこ4．

10釧雛幽職鑪臘職覺~撫幾職雷劉懸職諦患脇堕鴨繊灘鮒雛登艤のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。 i ．

いる容器の

を把握する
１

１

とく，その他

物又は高濃

用製品以外

職鍵繍騒撫幾駕蝋::罵鰹鯆鴛
11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の欄には、
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

僻の状況｣の柵のうち~ ｢鯛い等の棚の綱に{ま､ﾎり封化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物…している場所の周囲の圏いの脊鱸及び膿管に係る掲示板の有灘を記入す．こと。

13

｢保管の状況」の柵の．うち、
｢保管の状況」の柵lのうち、

１

１

４
△
Ｆ
Ｄ

｢分別・混在の別」
｢漏れ等のおそれ」

、

、

ま
ま

１
１

手
」
字
』

１
１

欄
柵

の
‐
の
！
‐
ｉ
‐
！
‐
１
１
！
‐
‐
！
‐
，
‐

。

，

シ

」

｝

」

るす入記

・

を

と

無

こ

有

る

の

す

れ

入

そ

記

お

を

る

別

す

の

り

か

た

る

ち

い

落

て

れ

し

ぼ

管

こ

保

り

て

た

し

れ

在

漏

混

が

か

物

る

棄

い

廃

て

ル

し

二

管

エ

保

う

て

ビ

し

化

別

塩

分

リ

と

ポ

品

の

物

中

の

管

他

陣

↑
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて櫛わない。

17． 「参考事項」の欄には､その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いた‘もの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載すること。

18~ 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記減するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第1．7．0号)~第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記戦しなくて幟わない。

26~ この届出に係るポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し(廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該ごれらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した龍磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27~その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28~ 都道府県知事が定める部数を提出すること。
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R4年度PCB機器保管状況 金沢電力部
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

容器の性状

油量(L)

34

北金沢変電所

鉄くず他

001
－

油庫

ドラム缶 (200L)

|検出濃度(ppm) | 69

1 6

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

容器の性状

油量(L)

ドラム缶

~
(200L)

|検出濃度(ppm)IM

34

北金沢変電所

鉄くず他

002
－

油庫

~口

〆 。 F

M

画

｡｡

｜ ’
’

｜ ,
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R4年度PCB機器保管状況 金沢電力部

｜
’

~
~
~

届出番号 34 1003

保管場所北金沢変電所油庫

廃棄物の種類ウエス。防護服他

容器の性状

油量(L)

ドラム缶(200L)

－ ｜検出濃度(ppm) 6.9

' ' '一
■

，‘達 、▼’

〆口一

一 鯉 i野､率
墨と 尋

容器の性状｜ ドラム缶(200L)
油量(L) | - |検出濃度(ppm) | 69

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

34 1 004

北金沢変電所油庫

ウエス・防護服他
万一

2／7
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式

等

函
壁
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題
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R4年度PCB機器保管状況 金沢電力部

容器の性状｜ ドラム缶(200L)
油量(L) | - |検出濃度(ppm)IM

届出番号 34 1 005

保管場所北金沢変電所油庫

廃棄物の種類ウエス。防護服他ウエス・防護服他

J
『 ’

－－－1 額塵鈎PCB汚… ,．

一
一

1
1

１

１

I 〃

1 1 』

｜ ’

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

34 1012

北金沢変電所油庫

容器の性状

油量(L)

ドラム缶(200L)

’ 検出濃度(ppm)200

絶縁油

掴
画
吋j出、墓署壱二一一画韓

翌ン

可

L罰一一一
ﾋ

ヒ

、、

■
■
■
■
、
際
ｂ

園
1

霊 ごr
l

隆
可

堅

、＆ 一
一
一

1

W､輯~

． I

1 1 ．

1 1 ‘
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R4年度PCB機器保管状況 金沢電力部

’ I
~
~
~
~

~
~
~
~

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

34

北金沢変電所

ウエス他

013

~油庫
容器の性状

油量(L)

ドラム缶(200L)

－ ｜検出濃度(ppm) | -

油

~~ ママ

Ⅱ 】

容器の性状 ドラム缶(200L)

油量(L) :0@ |検出濃度(ppm) | -

1

1届出番号

保管場所

廃棄物の種類

014

~油庫
34

北金沢変電所

絶縁油

， 』 ご 腰1 四 ”
B
LP

’ 』
～ 華ノ

ダニ〆？
号

』

尋
．

詑

’列

~

，

一
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R4年度PCB機器保管状況 金沢電力部

｜
’
容器の性状｜ドラム缶(200L)
油量(L) | :00 1検出濃度(ppm) | -

届出番号

保管場所

廃棄物の種類

34

北金沢変電所

絶縁油

015
－

油庫

~

d申I÷ﾗ…"． 点

’

識瀦繍蝿

や
今

●
■

１

Ｉ

１

Ｉ

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

１

Ｈ

Ｉ

Ⅱ

２

■

■

■

■

■

■

■

｡劃 ゴ

i
｡

I

届出番号 34

保管場所北金沢変電所

廃棄物の種類絶縁油

｜容器の性状｜ ドラム缶(200L)
｜ 油量(L) I 190 1検出濃度(ppm) | -
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産業廃棄物処理委託契約書
矼

巫

■

恥

■

詐

唖

f処畿剛，蝉

排蹴事業者:北陸電力送醗蕊嫁議会社似下雛注樹:という§ :》;窪,鯉分業瀞;様式会社融螺境整術似
~脚受撒謝とい参｡》は,産業癖物の処灘務に潤し透飲下のと輪り契約説る．

（ 圃的〉

'条本契約漣,発注雲”受注者が関係法令を職‘,受注誉が産業崖薬物鰯処理業務洲潜に符龍
と醤目的とじで締繍す:職

定義）

2条本契約侭蕊勝る聯測瀧義を翼下嬢とおり龍篭畿“ ~

一嘘業廃棄伽と賎.溌溌('事議恥誰金択蕊電競《卿|県薙溌詣蕊師堂町州β:>から排出
~ さ熱登産業寵蕊物緋泌‘ ‐ ． ~

悪 〔処理業澗とば,繭項挺定蟻る産業蕊棄物の処分途い鍵。
雲壌託鞠とは,発注蓋が蕊篭考憾処認業務を鑑託す種産業雛棄鋤を鰯ず
蝿 『歳継理委溌物』と賎‘受注者が縦鋤鋤撚獺職た這”鰄索蝿灘嚥ﾙ卿壌譲
物をいう。

＝葎溌纐務剛蕊卿る法令。漉職』側と磯#処理篝務の確認をい蚤。
六 「関係法令jとは,廃楽物鰯処理灘X満凝腫磯該霧
V噌え， 〃

、七耕可証の厚し』と慨:織物め処理撰び溌撮腫閏ず蟻法律施行規蝿第八条の鯉の二に定強るも
迩謹いう。 ’ ・

ﾙﾊ垂蝋蕊菟欺と獄｡艤熱蜘処瑳及蝿職蛎獅諦二篝噸に鋤繩手職
九 『錆報処理ｾﾝﾀｰ'とIま"癖物蝿舞聯鍛侭蝿繊鶴糾蕊卿惠廠職繩鰄い
う;尋 ‘ ~ ~､ ､。

~ 圭磯蕊ﾃｽﾄ｣と感廃蕊物蝿溌及び溝擬に鮒慰法律第十二細董に定める潅業廃棄物。 ： " .

くげ

？

v竃？
鈍いf
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！ 〈委託内容）

I 第3条喫溌簔の拳蕊範鯛鯵確認ば鼠以でﾄの方法で行参・。 。~：: ~
~苧鑓鱸蹴騨榊毒業剛測卿雄鋤諺蕊皐迄とを証参る議嘩域､識輔"“患

ﾙｰ議 雲韓 含榊卿…垂 帆塞蕊“《
薑蕊灘瀧瀞撫怠榊､
：~蕊篭識薑繍織耀簔灘溺鵬垂熾鰄釧奉納とぉ,…

~~

儀務と蕊儀〉

卿炎溌鰄は,処灘業務に必職婆読物鋤構報潅以-剛とおり受雌縦出す墓。

､
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一発注者が受注者に提出する委託物の基本情報は,以下のとおりとする｡､ ~
~ ~イ委託物の発生工程： ~

ロ委託物の性状及び荷姿’ 。 ，

ハ~通常の保管状況の下での委託物の腐敗，揮発等性状の変化に関する事項~ ~ ~~ ~
~二委託物を他の廃棄物と混合させた場合等により生ずる支障~ ~
…ホ委託物が廃ﾊｰｿﾅﾙｺﾝﾋｭｰﾀ,廃ﾕﾆｯﾄ形エアコンﾃｨｼｮﾁｰ,廃テレビジョン受

信機, ~廃電子ﾚﾝｼ,廃衣類乾燥機~廃電気冷蔵礒廃電気洗濯機であり，日本産業規稽cO950
号に規定する含有ﾏｰｸｶﾐ付されたものである場合は,含有ﾏ息-.ｸめ表示に関する事項~ ~
へ委託物の石綿含有産業廃棄物,水銀使用製品産業廃棄秘水銀含有ぱいじん等又は特定産業廃
~棄物~(放射桂物質汚染対処特措法施行規則附則第5条に定めるものをいう｡) ~の有無(別表6)~
肘委託物のその他取扱いの注意事卿

二受注者胤~ ｢廃棄物デデータシートJ (環境省の『廃棄物情報の提供に関するガイドライミン｣)の項
目の内容等を参考に, ~適正蝿理業務を行うために必要な情報を発注者に対して要求できる｡発注
者は, ~受注者の要求に応じて，前号以外の適正な処理業務を行うために必要な情報を受注者に提出
する。 ~ ，

三ｪ驚鱸言鬘喜7孟蕊蛮綴難鑿雛壼誌駕琶駕蕊慧窺
四受注者は,電子マニフエストの内容に虚偽がある場合, ~又は総マニフェストの記載事項に虚偽も
しくは記載漏れがある場合,萎託物の引き取りを一時停止し発注者に修正を求め,.修正内容を確認
のうえ,委託物を引き取る。

五発注者脇･第11条で定める本契約の有効期間内に委託物の性状等に変更があうた場合,適正な
処理業務及び事故防止並びに処理費用等の観点か~ら,受注者に対し速やかにその変更の内容及び程
度の情報を書面にて提出する。 ~ ~ ： ・ '

六発注者は,処理業務に必要な詳細事項を記戦した任様書を受注者に提出する。受注者賎:仕様書
に基づき処理業務を行う.。 ~

発注者及び受注者は,双方の責任範囲を以下のとおり定める｡ ~
一受注者の責任範囲は,委託物の受け入れから処分の完了までとする。 ~
二~ ~発注者の責任範囲は,受注者の責任範囲を除くすべてとする｡
三受注者は,受注者の責任範囲に属する処理業務について関係法令に違反した処理業務を行い,そ1
れによって発注者又ぼ第三識損害殿ぼした場合受注巻においてその損害を賠償し,発注者にl
負担させない。 ~ ~ ･ l

2

四発注者は，発注者の責任随囲の中において受注者又は第三者に損害を及ぼした場合,発注
~ いてその損害を賠償し，受注者に負担させない。 ~ ~j ､

受注者は,処理業務を第三者に委識てはならない｡ただし,あらかじめ発注者の書面による
得て関係法令に定める再委託の基準に従う場合は，鷺の限りでない｡~この場合，受注者は再委託
次にわたる場合はすべて含むも:以下同じ｡）に関係法令を遵守させなければならない。
､受注者は,~本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し,侭継させ，又は抵当権その他
目的に供してはならない｡ただし,あらかじめ書面による発注者の承諾を得た場合は,この限りで
~ ~受注者は,処理業務の完了後に,発注者に対して以下のとおり業務完了報告を行わなければなら
一~受注者は,電子マニフェストを利用する場合,情報処理センターにその旨の報告を行う｡さ
発注者が指示した場合は，出来形数量を記載した書面を発注者に提出する｡： ’
二:受注者は》紙マニブェストを利用する場合,紙マニフェストD票を発注者に擬出する。1
発注者は，前項に定める受注者からの業務完了報告を受けた後,速やかに検収を行う。 ~
:受注者ば処理業務を一時停止する場合,以-Fのとおり行わなければならない． ~ ~
一受注者は,~やむを得ない理由がある場合，事前に発注者に対しその理由を説明し,発注者

~ を得たうえで処理業務を一時停止することができる。ただし，受注者が事前に発注者の了解
ことができない場合は，処理業務を停止した後に発注者に通知しなければならない。

二受注者は，前号により処理業務を一時停止した場合，発注者における影響が最小限となる
~力しなければならない。 ~ ： ．：
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ト
ー
－
１

3 承諾を

者~(数

4 担保の

ない｡ない．

らに，

5

鞠
６

７

の了解

を得る

よう努

I



、

ド

（委託料・消費税等相当額・支払い〉

第5条発注者は,'当月1日から当月末日までに検収した業務又は出来形部分にかかる委託料に関係法令
に従い消費税等相当額を加えた金額を翌月末日までに受注者に支払う。委託料は別表2に定める。

（内容の変更）

第6条発注者及び受注者は，必要がある場合，発注者と受注者の双方の協議により処理業務の内容を変更
できる．

2発注者及び受注者は,委託料が経済情勢の変化等により不相当となった場合,発注者と受注者の双方
、 の協議によりこｵtを変更することができる。 ~

~ 3前2項の変更は，発注者及び受注者の書面による合意がなければ効力を有しない。

ﾝ受

}50

（機密保持) ~

第7条発注者又は受注者は,やむを得ない理由がある場合,事前に相手方に対しその理由を説明し,相手
~ ~方の書面による了解を得たうえで業務上知り得た相手方の機密を第三者に開示できる｡ただし,発注者
又は受注者が事前に相手方の了解を得ることができない場合は,業務上知り得た相手方の機密を開示し
~た後に通知しなければならな帆

2前項の機密保持義務は，本契約が失効又は解除された後も継続する。 ~

ー

ノ

（契約の解除)』 ~

第8条発注者又は受注者は,相手方が本契約の各条項のいずれかに違反した場合,催告のうえ,本契約を
~ 解除できるも

2発注者又は受注者は,前項の規定による契約解除時に,朱処理魏物がある場合‘次の措置を講じな~
ければならない｡ ~ ~

ー受注者の義務違反により発注者が解除した場合~ ~ ~

イ受注者は,~解除後も，未処理委託物に対する処理業務から免れないことを承知し，未処理委
託物の処理業務を自ら行うか，又は発注者の承諾を得たうえで，許可を有する第三者に自己の

~ 費用をもって未処理委託物の処理業務を行わせなければならない。
~ ロ受注者は,前項に定める末処理委託物処理業務の第三者委託において,その代金を支払う資

金がない場合, ･その旨を発注者に通知しなければならない｡、
~ ハ発注者は,固の場合,発注者の賓用負担をもって,第三者に対喝受注者のもとにある未処

~ 理委託物の処理業務を行わせ,~受注者に対してその費用を請求する。 ~
二発注者の義務違反により受注者が解除した場合

受注者は,発注者に対し,受注者のもとにある未処理委託物を,発注者の費用をもって引き．
取ることを要求するか,.又は受注者が自ら発注者まで運搬したうえで，発注者に対して費用を

~ 請求することができる。 ~ ．

談書

I

仮社会的勢力への対応)‘ ． ． ~ ~

第9条発注者及び受注者は,相手方が次の各号の一つに該当する場合は,通知・催告せず直ちに本契約を
・ 解除することができる。 ~ ~

一~相手方又はその役員,責任者若しくは実質的に経営権を有する者(以下｢その役員等」という。）
~ ~ ~§が，暴力団(暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう。 ）~ ，暴力

団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関ずる法律に規定する暴力団員をいう。） ，暴力団員
~ でなくなった日から5.年を経過しない者，暴力団関係企業，団体若しくはその関係者，総会屋又は
~その他反社会的勢か似示これらをまとめて｢反社会的勢力｣という｡）であると相手方が認めた

~ とき。 ~ ． ， ． ．‘ 、． ．.､､' i l.

、 ､二手要素織室鬘雰靜反社会鮒勢力との間に社会的に非難洲崎関係鮪してい愚と相
三相手方又はその役員等が， 自ら又は第三者を利用して次の一つに該当する行為をしたと相手方が

い6

い。
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認めたとき。

イ羅力的な要求行為

ロ法的な欝僻を超えた不当な要求行為。

~全繍照撫鰯蕊譜拳姜蕊震蕊繊壼手=ぬ菫務を妨害端
行為

ホその他イが畠‘二に準ずる行為 、~

毒篝謹窪鱸ゞ
ロ反社会的勢力と伽に社会的に非難さ柵べき関係を有”､ろと稲手跡認めた場合 ’
八自ら若しくは第三者奄利期し揃号ｲから"一つに該当する読為をした逵箱手方が認め湾・ 場合 ”、~ ＊ ~窓詮､~ ｡ ‐ ~ ‐ 』

2発注者及び受注者は》前項各号噸定峨卿契縦解聯鶴蓋鍵いで揃奉鉢毅毒損
一 . _ ゞ ・久蔦､?:~一息;.蕊井． . ､捜しない｡、 ~；

=3~~腫議灘麓鵜雲機議簾撫譲擁諒鍵瀧喜織灘篶
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注者と受注者が協灘し海篭める。

発溌者及び受灘識は相準労叉Ij縫い投資悪蕊ぴ謹委詫著葵娃署の控資等誠腫綴簔篭勢力で燕ぃ迄と4

蕊叡勵膿的勢力との間に社套的に非難謹漁潟鎚ぎ雷繍職嶽警謹警護萌瞳謀誰読溌

~ ~蝿霊
露乳~0：
､9？ . A

き

〈有効

"1:X

期間） ~ ． 、 ~ ， ‐

条本契約は有効期間を伽22"8"29廊がぢ2;0｡璽灘職'0月2:11撫篭とする。

~〈協議

第加2

関菫法零蹴露繍堯蕊雲篁駕瀦撫驚熱蕊襄驚る疑獅生じた場合’
ｊ
曲

》漆契約締結の証として,本書21通を作成し,発注者と受注者翰$識礎漉記名押印のうえ各"その1
管する。

以上

通を係

202 2年7月5日
▲
て

（住所）

発注毒（瀦称）
~俄表者）

削
縦
柵

15番1号

会社~

種池徹

Ⅲ

鯵

迩

龍

，

虻

~(住所）
受注者総称）

（代譲者）

帥
鰄
雌

谷職番地

浦“災



㎡

(別表1）受注者の事業瞳囲

認定の種類 ~

認定年月日

認定番号

無害化処理の用に供する施設の種類

低漉度PCB廃棄物の無害化処理に係る環境大臣認定
令和3年6月7日

令和3年第7号

添付認定証の通りする

無害化処理の用に供する施設において
処理する産業廃棄物の種類 ~

1

添付認定証の通り

の再

又は
収集又は運搬の有無 一

・
’

有

(別表2):委託物の種類，予定数量及び委託料

めた －

を負

損墾 ｝

(別表3）処分の方法

施設の名称

施設の設置場所

処分の方法

施設の処理能力

L桂式会社富山環境整備

|富山県富山市婦中町吉谷字殿山2番18， 2番:19及び2番21
1焼却（ロータリーキルン式焼却炉及び固定床炉(JF炉を含む｡ ) )
|添付認定証のとおり

こと

を除
一一

(別表4）最終処分の方法

i最終処分先の番号
|施設の名称

i施設の設置場所
|処分の方法
|施設の処理能力

006802 ~

株式会社富山環境整備

富山市婦中町吉谷字大谷1005-24他206筆
管理型埋立~

8,973‘520㎡．

－
６
’
一

《
口

の1 (別表5)~収集。運搬業者
住所 ~~ ~ 富山県富山市久方町2番54号

－

氏名(法人にあっては名称及び代表者の氏
名）

日本海環境サービス株式会社
代表取締役 ~竹内正美

事業範囲
－

仁

特別管理産業廃棄物~~~
許可番号~~~

‐

01754000302 ~

石川県~ ~ ~

添付許可証の通り

添付許可証の通り

添付許可証の通り

01654000392

富山県 ~

添付許可証の通り

添付許可証の通り

添付許可証の通り

~
；

許可都道府県｡政令市~~~一 ｜

“

－

４

－

許可の有効年月日
事業の範囲 一

参
一

許可の条件 ~
一一 -一 巳竺呈生

牛

診

■
■
９
ｍ
馬
■
い
■
■
■
Ⅲ
■
。
媚
，
』
日
日
リ
哨
舎
．

種類．

予定数量

委託料

PCB含有絶縁油

4，950kg（5，50“）

処分費: "2471500円（5，0円/kg）
諸経費等： 13，000円/式
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発注番号4502004790

産業廃棄物処理委託契約書

＝

[処分用］

排出事業者:北陸電力送配篭株式会社：(以下『発注者｣という。〉と，処分業者:群桐エコロ株式会社(以
下~畷注者］どいう。 ）は､産業廃棄物の処理業務に関して以下のとおり契約する。 ｝

“

(目的）

職掌雪: 受注者が郷法椛遵守暇注者が産業廃棄物:処理業卿滑に行”
IT~ 第2条:本契約におけ患臓語の定義を以下のとお〃定める． ～
i& ~ ~ 、一~ :睦楽廃棄物1,鐙ば,発注者の事業所:北金沢変電所(石川県金揃薬師堂町(誕罐> :がち排

葉雛潅鰯灘鑿織襄廃細”
~ ：出

'， }_~『・

~ j惣｡： ー：

四￥ :儲処遇霧読物｣! :と嵐受注者が発淫者から引渡しを受けたもの鰯ち兼だ姐漣哩載蹴瀧委託
i~~ ~

■五雲溌:蝋，処錘獅確認鋤。 ‐…‘蕊!
、 ，： 菰欄穂援令ﾙと賎漉乗物の処理及び蒲掃に関する法律及び処理業職ご必要とき就き法令を：

…いう:｡ -

七餅可証鰯写し]と賎廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第八条の四の二に定めるも
､夢．

~~; ~: ~ 迩識輔回

：’ミ j :I逮蕊燕壼識塁“廃鋤の処蠅び漕掃に鯛する法律鮒三条卿轆服畷糊

鯆驚:: 態 篁堂鰯
鶴~

＃ ~ 倭託内容）
： 第3条：受注者の事業唾囲の確認は，以下の方法で行う。

一受注者賎葦注者の事業聴囲が別表1のとおりであることを証する書面どし砺聯爾証の写険
蕊 ~を発注者に提出する~･~

〃

二受注者は‘群可事項に変更があった場合，速やかにその旨を発注者に通知す港とともに，変更
後の許可証の写し醤発注者に提出する。

三:発注者及び受注者は,~許可証の写しを本契約書に添付する。
発注者賎委託物働種窺予定数量及び委託料を別表2のとおり定める。
受注者は,委託物を別表3のとおり処分する。

受注箸は,委託物を別表4のとおり最終処分する。
発注者は1別表3の施設の設侭場所に委託物を搬入する収集･運搬業者を別表5のとお:~り定める。

２

３

４

５

（義務と責任）

第4条：発注者ば処理業務に必要な委託物の備報を以下のとおり受注者に提出する。



~

－発注者が受注者に提出する委託物の韮本情報は，以下のとおりとする。
イ委託物の発生工程

ロ委託物の性状及び荷姿

ハ通常の保管状況の~ﾄでの委託物の腐敗，揮発等性状の変化に関する事項
二委託物を他の廃棄物と混合させた場合等により生ずる支障
ホ委託物が廃パーソナルコンピュータ,廃ﾕ.ニット形エアコンディショナー,廃テレビジョン受 ’
信擬,廃電子ﾚﾝｼ,廃衣類乾燥機,廃電気冷蔵庫,廃電気洗濯機であり， 日本産業規格CO950
号に規定する含有マークが付されたものである場合は，含有マークの表示に関する事項
へ委託物の石綿含有職廃棄物,水銀使用製品職廃棄物,水銀含有ぱいじん等又は特定産業廃 ｜
棄物(放射性物質汚染棚特措法施行規則附則飾条に定めるもの誉いう｡)の有無(別表6） ｜ト委託物のその他取扱いの注意事項

員

賀

94

=ゞ注者㈱臓物ﾃｰ外~"㈱境省｡『廃棄物卿提供に関粥力柵
項目の内容等を参考に,適正な処理業務を行うために必要な情報を発注者に対して要求できる。発
注者は'受注者の要求に応じて,前号以外の適正な処理業務を行うために必要な情報を受注者に提
出する。

三発注者は,電子ﾏﾆﾌｪｽﾄを利周する場合｡情報処耽ﾝﾀｰに必要事項盤録し,紙ﾏﾆﾌ 1
ｴｽﾄを利用する場合,紙ﾏﾆﾌｪｽﾄに必要事項を正確に洩れなく記載し,受注者に提出する●~
四受注者は，電子マニフェストの内容に虚偽がある場合,又は紙マニフエストの記載事項に虚偽も ｜；
しくは記載漏れがある場合，委託物の引き取りを一時停止し発注者に修正を求め,修正内容を確認 ~，
のうえ，委託物を引き取る。

五発注者は,第11条で定める本契約の有効期間内に委託物の性状等に変更があった場合,適正な i
処理業務及び事故防止並びに処理費用等の観点から,受注者に対し速やかにその変更の内容及び程 I
鹿の情報を書面にて提出する。 ~

六発注者は'処理業務に必要な詳細事項を記載した仕穂書を受注者に提出する。受注者は，仕様書 ~
に基づき処理業務を行う。

垂掛△垂画~学ず悪アューI夢,Lユ－－LL一ユー●一・-4－ｰ一 ‘ ‐

｛

雛

（

第

2発注者及び受注者は，双方の責任範囲を以下のとおり定める。 ’

一受注者の責任範囲は,委託物の受け入れから処分の完了までとする。
二発注者の責任範囲は，受注者の責任範囲を除くすべてとする。
三受注者は，受注者の責任範囲に属する処理業務について関係法令に違反した処理業務を行い， 【
それによって発注者又は第三者に損害を及ぼした場合,受注者においてその損害を賠償し,発注者 i
に負担させない。

四発注者は,発注者の責任範囲の中において受注者又は第三者に損害を及ぼした場合,発注者に
おいてその損害を賠償し，受注者に負担させない。

3受注者は，処理業務を第三者に委託してはならない｡ただし，あらかじめ発注者の書面による承諾を
~得て関係法令に定める再委託の基準に従う場合は，この限りでない｡この場合，受注者は再委託者（数
次にわたる場合はすべて含む。以下同じ｡）に関係法令を遵守させなけれぼならない。
4受注者は'本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し，承継させ,又は抵当権その他担保の
目的に供してはならない｡ただし,あらかじめ書面による発注者の承諾を得た場合は,この限りでない。
5受注者は,処理業務の完了後に,発注者に対して以下のとおり業務完了報告を行わなければならない。
一受注者は'電子マニフェストを利用する場合,情報処理センターにその旨の報告を行う｡さらに，
発注者が指示した場合は，出来形数量を記載した書面を発注者に提出する。
二受注者は,紙マニフェストを利用する場合,紙マニフェストD票を発注者に提出する。

6発注者は，前項に定める受注者からの業務完了報告を受けた後，速やかに検収を行う。
7受注者は，処理業務を一時停止する場合，以下のとおり行わなければならない。
一受注者は'やむを得ない理由がある場合,事前に発注者に対しその理由を説明し，発注者の了解
を得たうえで処理業務を一時停止することができる｡ただし,受注者が事前に発注者の了解を得る
ことができない溺合は，処理業務を停止した後に発注者に通知しなければならない。

二受注者は'前号により処理業務を一時停.lこした場合,発注者における影響が最小限となるよう努
力しなければならない。

(I

第’

１

１

１

１

｜

I



（委託料，消覺税等相当額，支払い）

第6条発注者は，当月1日から当月末日までに検収した業務又は出来形部分にかかる委託料に関係法令
に従い消費税等相当額を加えた金額を翌月末日までに受注者に支払う。委託料は別表2に定める。

（内容の変更） ~

第6条発注者及び受注者は,必要がある場合,発注者と受注者の双方の協議により処理業務の内容を変更
できる。

2発注者及び受注者は,委託料が経済情勢の変化等により不相当となった場合,発注者と受注者の双方
の協議によりこれを変史することができる。
3前2項の変更は，発注者及び受注者の書面による合意がなければ効力を有しない。
Q1

を

iO

篭

、

萢

是 ’
（機密保持）

第7条発注者又は受注者は,やむを得ない理由がある場合,事前に相手方に対しその理由を説明し，相手
~方の書面による了解を得たうえで業務上知り得た相手方の機密を第三者に開示できる｡ただし,発注者
又は受注者が事前に相手方の了解を得ることができない場合は,業務上知り得た相手方の機密を開示し
た後に通知しなければならない。

2前項の機密保持義務は，本契約が失効又は解除された後も継続する。

フ

ひ

。

ヘ

ジ

罰

龍

嘩

（契約の解除）

第8条発注者又は受注者は,相手方が本契約の各条項のいずれかに違反した場合,侭告のうえ,本契約を
解除できる。

2発注者又は受注者は,前項の規定による契約解除時に，末処理委託物がある場合，次の措置を講じな‘
ければならない。 ． 、

一受注者の義務違反により発注者が解除した場合

イ受注者は,解除後も，未処理委託物に対する処理業務から免れないことを承知し，末処理委
託物の処理業務を自ら行うか,又は発注者の承諾を得たうえで,許可を有する第三者に自己の
費用をもって未処理委託物の処理業務を行わせなければならない。
ロ受注者は,前項に定める未処理委託物処理業務の第三者委託において,その代金を支払う資
~金がない場合，その旨を発注者に通知しなければならない．

ハ発注者は，ロの場合,発注者の費用負担をもって,第三者に対し，受注者のもとにある未処
理委託物の処理業務を行わせ，受注者に対してその費用を請求する。

二発注者の義務違反により受注者が解除した場合

受注者は,発注者に対し,受注者のもとにある未処理委託物を,発注者の費用をもって引き
取ることを要求するか,又は受注者が自ら発注者まで運搬したうえで,発注者に対して費用を
請求することができる。

災

呈

ｌ
ｊ

§

エ
ョ

浄
一

k

〕

（反社会的勢力への対応）

第9条発注者及び受注者は,相手方が次の各号の一つに該当する場合は,通知･催告せず直ちに本契約を
解除することができる。 ．

一相手方又はその役員,責任者若しくは実質的に経営楢を有する者(以下｢その役員等」という。）
が，暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう。） ，暴力
団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団員をいう。） ，暴力団員
でなくなった日から5年を経過しない者,暴力団関係企業･団体若しくはその関係者,~総会屋又は
その他反社会的勢力（以下これらをまとめて「反社会的勢力」という。〉であると相手方が認めた
とき。 、

二相手方又はその役員等が，反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係を有していると
相手方が認めたとき。

三相手方又はその役員等がj~自ら又は第三者を利用して次の一つに該当する行為をしたと相手方

、
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日
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、
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(別表1）受注者の事業範囲

低濃度PCB廃棄物の無害化処理に係る環境大臣認定

平成28年3月1日

平成28年第2号

添付認定証の通り

~~~認定の種類

認定年月日

認定番号

無害化処理の用に供する施設

の種類

る

無害化処理の用に供する施設

において処理する産業廃棄物

の種類

I
、 ，

添付認定証の通り

収集又は運搬の有無 有

l

(別表2）委託物の種類，予定数量及び委託料
I

１
１

I

(別表3）処分の方法

群桐エコロ株式会社

群馬県太田市新田大町600番26， 27

焼却

施設の名称

施設の設置場所

処分の方法

レ
ー

Ｉ ノ

1号炉（ﾛｰﾀﾘｰｷﾙﾝ式焼却溶融炉）

廃ポリ塩化ﾋﾞﾌｴﾆﾙ等: 31.2KL/日 ’

ポリ塩化上'ﾌｪﾆﾙ汚染物及びポリ塩化上，ﾌｪﾆﾙ処理物:36t/日
2号炉（固定床炉）

職'ﾘ塩化ﾋﾌｪSJﾄ等:4.2KL/日

ポリ塩化ﾋﾞﾌｴﾆﾙ汚染物及びポリ塩化上，ﾌｪﾆﾙ処理物w21,0t/日
3号炉（固定床炉）

願fﾘ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ等:4.2KL/日

ﾎﾞﾘ塩化ﾋﾌｴﾆﾙ汚染物及びﾎPﾘ境化上'ﾌｪﾆﾙ処理物:21.0t/日

今
頭

》

施設の処理能力

？

(別表4）最終処分の方法
1

一

I

種類

予定数量

委託料

PCB汚染物（微量PCB含有機器）

33，000kg
●

3，300‘000円（100円/kg）

最終処分先の番号

施設の名称

施設の設置場所

処分の方法

施設の処理能力

産廃01020158797特管01070158797

群桐エコロ株式会社

群馬県太田市新田大町600番26
~~

焼却溶融

132t／日



(別表5）収集・運搬業者

~住所一 一|埼玉県加須市道地119番地
~ 司

氏名(法人にあっては名称及び代表者の氏
名）

有限会社NEXT

取締役 鈴木 紀宏
一a

－

事業範囲

~ ~~特別管理産業廃棄物
一

許可番号

許可都道府県･政令市
許可の有効年月日

第01751124243号 "01050124243号

石川県

令和8年8月1日

添付許可証の通り

~
~

群馬県

令和8年2月14日

添付許可証の通り唾
添付許可証の通り

[イ

添付許可証の通り

I

(別表6）委託物に含まれる含有物の有無
Q

｡

石綿含有産業廃棄物の有無

水銀使用製品産業廃棄物の有無
水銀含有ぱいじん等の有無

噸
砺
爾
葱

有
一
有
一
有
一
有

◆

亭

の

！

’特定産業廃棄物の有無
一

’

’
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別衷2乙の『”}処理後の最終処分（再生を含む.）の蝿所
1 乙の再生

i 奨約番号:CIA¥54308700 1
技壺一五三

I jgxQ所“ |鎚獅鰹 ｜“蝿〃 翠
劃
幽
誕
割

側生晶 詐可辞珊 綱称 耐考（利川方法寺） ポリ塩化ビフェニル廃梁物（特別宵理産業腿乗物）処珊残託契約餅

令和4年9I,22日

轆
一
油
雰

歯函

魁中l洲貯歳・環視
喪金＊粟㈱

木契約渦釧2条剛5刺忽叔のとおり

L、..‐

鍋COI70IM38IIテ 売却

’
2乙からの､甦委託先（婦終処分先も君む.）

排出事業者〈甲） 住 所石川県金沢市薬師推町ハ16僅考 一宇．－~‐廃棄物の翻類 I 許可番号 名称 麓設所在地 酔
一
酔
一
池

処理催カ
ー

120［／11

451.21ノ、 鶴
氏 名北陸電力送配髄株式

金沢電力部長山田

低くず.＊くず

廃プラスチック
剛．企喚くず

11銑セメント

㈱

北海迩謝闇市仲町5符5.5

稀3，5拾9
→誼

;鰹え殻はセメント飢料として
．※Iの亭英巷で卿刺川

一蛤 ■

第”1200474631＃

ー斜＝毎 一

節O伽26000884跡

一一一ｰ一一茜エ 面･ﾛ4

144．0㎡/勘

P－司

仇卸
jX愈脇苗小牧

ケミカノl側

北海道苫小牧Wi字馳払

152撮蛙
i蟻え殻はセメンI､蝋料として

I※I又は淡2の亭裏薪でI嘘！"M ・
Iあるいはケーソン・セメント風
t料として※3の事異帝でiﾘ利州､

廃訓1

一

焼却

ー ■万一 一ー一

”.0㎡/側
庇アルカリ

（将管〉

jX俊屈苫小牧
ケミカノL伽

ｶﾋ髄通称小牧市字切払
152緋蛙

魂OOI760008凱判

処分業者（乙） 住 所北海通室蘭市仲町14番地7
鉄瞬は鉄鋼ﾒｰｶｰ．鋼屑憾釧製錬．

ﾉｰかに売却．スうグは蟻4又は§
※5の事藁劣の塊立処分期へ

北海迫鯨小牧市字弁天

5叫掛11
鞆OOI40016棚4号

鵜
氏 名中間貯蔵・環境安全事業株式会社

北海道PCB処理班業所授松本

上記排出躯業者（以下「甲」という、 ）と処分業省（以ド「乙」という｡）は、甲の事業場から排出される

ボリ塩化ビフェニル廃乗物（以下「PCB廃棄物」という.)の処理について、次のとおり契約（以下「本契
約jという｡）を締結する。

㈱マテツク 砿砕・分貞I 481ノI弧(8酬伺）

謎さい《スラグ）
幸一一＝一

節03546002042砂

一一

此英国鋼倒
山、乱u』閲小野田I1i大字

小野闇6289耐18他

－ロー ■

塊脚l・縛搬
4駒17日俺気炉>-

381/卿(ガス化灯〉

一 凸一 争

銑は鉄鋼製品

等として阿生

■－－－や｡

スラグは路働榔‘

背尭鼎八jr市大字河鳳木
字砿編谷地76獄145.宇淘
岸4稀16

金飼裂錬の蹴科として再生

一

建え殿は人t1:特ｲｲとして※6． ；
蕪8Xは蕊9鈴亭英肴で郷稗川、 ！

セメント鰍料として蕊7の事爽，
者で祁判川

貌錬25341／日

展塩：I弱t/巴
ば&,'二ん（鞠梼） 魂122710伽873吋 八虞里枇鯛 興鐘・厘塩

5卯O”口以.Fの?C8
処順物(.蒲･汚諾

子、垂．水．汚朧

（処理工似内残置
物〉 ･う・ﾚ群･-ﾄﾞ寺

の？“含漫物〉

9．51/湖

《ﾛｰ”-号ﾙﾝ式仇却が）

30t／閲

(&･ｽ煙遣式娩却"j及び
糊定職炉〉

嘱捌岨発

輔2003261研

琵定砺曙
令JⅡ2年訂1野

孜鰯剛火鮪市花岡町字細

ノ撰6掴.6橘2.7番及び

97雌獅子ﾉ沢2綴:及び
I28耐

エコシステム

秋田繭）
塊釦

第1条（法令遵守）

甲及び乙は、処理業務の遂行にあたって「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別
措置法』及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法袖その他関係法令等を遵守するものとする。

第2条（委託内容）

1 乙の事業の範囲

PCB廃棄物の処分業の許可に係る乙の蛎粟範囲は次のとおりであり、乙はこの率業範囲を証するも
のとして、許可証の写しを本契約番に添付する。肝可聯頂に礎更があったときは、乙は遅諦なくその僑
を甲に通知するとともに、礎更後の許可鉦の写しを1iｺに送付するものとする．

ｷﾘ蝋化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ等及びポ

ワ埴化ﾋﾞﾌｴﾆﾊ幽駁初I廃

鯛に限る)9竺4kLノロ個一
タリ奇ﾙﾝ式I“洞

ポリ埋化ﾋﾞﾌ“処理物
処7tノ間個定床畑

銅OOpm以下の?郎

処I里物(金属くず，
企職くず弧等．防

鮭:充戦切思媒峨ダ
スト)）

堀側規兜

跡ISO90訓号

鰯定羅瑚
平成30雌蛎11碕

IX金鵬砺小牧
ケミカル㈱

1t海迅簡小牧碓宇塊払
152稀153

墨え殿はセメント畷斜として
蕊1．※2の事爽雷で脚利川

焼貫I

3 2からの両生婆託免〔鰯終処分･先も含tL） 雫
~~

塊粟物の独馴I 許可恭号 名称 膳訟所在地 l処分方法I ~処恥能力 備考

特別管理逓業廃蕊物処分業の許可

一許訂都道府県?_政令市－．.|北海道一”
許可の有効期限 ｜許可鉦のとおり

剛跣セメント雛
塞1

範00120U･'74631ヲ 北梅瑚謝鮒W『仲町5俗3．5僻9 娩血 2928t／日 セメント凧料としてM1生

太Wrセメン’

抑｣:職工製
蕊2

北海過北斗il『谷好1丁間151僻
他‘ 100稀他

燃え愚 銅001200070副器 i励成 l3Sr／I］ セメント児科として側生 卜

事業の範朋

一、
~1

洗浄・分離（ボリ塩化ビフェニル汚染物．ボリ塩化ヒ

フェニル処理物）

分解く廃ボリ塩化ピフェニル等．ポリ塩化ビフェニル

処理物、ボリ塩化ビフェニル汚染物）

】X位脇嘱晩僻1
※3

茨城叩.、立Wi繭田町字釧歸
3;117稀他7篭

ｹｰｰｿﾝ･ｾﾒﾝﾄ涼科として｣

lli生
鞆OO82IO83650号 、

1

糀触 153【／間

356.7聞l8f ゞ ‘
峡謹鯏．管埋蝿
殿臆処分期）

いむ L 曲■

. ､画一 二・~ " S

箸剛馴鍵盤処分増に凹睡

ロ

北海適例払澗郷拠町半J切111M
鼎7仙

㈱マテック
※‘I

鰯001;1001脚04鰯 剛立
許
一
許

可．の条件~ ｜餅可脈の．とお．り 、.…

河 番 号 ’第()01701 14381#3

蝋鴬雛；
砿さい《スラグ） ↑

"001400$583Iw) |
956.913㎡

峡淀肌．符FM柵
般艦鋤分卿〉

＃批&R

黙5
2排出事業鳩叩撤 符､1闘醗終処分喝にIi1立

､り卯哨町字j㈱112崎i2
126稀3.126僻4.136稀5

甲の排出事業場は、次のとおり‘どする。

’
｜
’

名
一
住

称
一
所

北陸電力送配寵株式会社･北金沢変遊所倉庫

石川県金沢市蕊師懲町ハ16北金沢幾飛所柵内
"0092015'2"" 1#;'ﾚﾃﾂｸ蝋! IW*嶋''､!Ⅲ耐火割:澱鯛洲"| 沸総"| 150"'!/側 人工側糾として111生

卿泌隅八臓市大平新ﾘﾄ川宇馳

入下5鮒10‘下侭持明I柵3外2

．祭．川琉幟1.八1国市火字涜町

;字ﾐﾄ脚、2稀I‘ホロキ艮柵14
緋9．

？

＄

Ｐ

４

3 PCB廃棄物の籾類、数撒、処理料金蜂 ． 、 ~ '．
■ ■■

（1）甲が、乙に処理を委託するPCB廃乗物の極顛、数騒及び処理料金は、別褒1に定めるものとす
る。

（2）別表1に定めるPCB廃乗物以外の物は、乙は、叩の愛用をもって返週することができる。
4搬入者

別表1のPCB廃棄物の収集運搬は、乙が定める「北海道ポリ塩化ビフェニル廃粟物処理施般への入
門許可要綱」に基づき、乙が許可した収築運搬業者が行うものとする。
5処分又は再生の場所、方法及び施般の処理能力

乙が、甲から処理を委託されたPCB廃棄物を処分する場所（以下「処理施設」という｡)、方法及び
処理能力は、次のとおりとする。

八諏セメント蝿

鐇7
師1浬200油058用 娩吸 I‘5鯉6『ノビ！ セメン!､原料とし.て11剛

燃え種

メルテツクいわ
き紺燕8

糊易肌いわき布四倉町字肺.ノ

汎l計75
M109j12019940" l 棉醗疑化 158.5t／佃 人工側判としてil州

大平郡金属㈱
※0

肖蛎膿八際1冊火字側原木字樹
齢20冊2.21齢2

701./H(峨火配
合it＊）

"12221013322" I 糊馳 人工付財として河ﾉI

1022.05.(11より適用 以下余白

4



＝

~

露則条（処理料金の支払い、消機税等）

l 甲は、甲が乙に処理を姿託する別褒1のPCB施梨物の処理料金を，乙の捌求に艦づき，契約締結か
ら処理施般への搬入日までの乙が指定する期日までに、乙が揃定する金融機関の口座への振込みにより
支払うものとする。この場合において、甲は、擬込手数料を別途負担するものとする．

2 甲は．乙に処理を婆託するPCB廃棄物の処分業務に係る消費税及び地方消費税を負担するものとす
る。

第5条（機密保持）

甲及び乙は、本契約及びこれに付帯する一切の合意に関連して莱務上取得した棚平方の一切の磯密傭報
（相手方から機密である旨明示して側示されたものに限る｡)を第三者に開示し､又は獅洩してはならない。
ただし、相手方の事前の惑面による承詰を得て洲示する場合、法令若しくは公揃力の命令によって開示す

る場合又は地方公共団体等との協定に燕づい･て側示する場合は、この限りではない。

第6条（契約の有効期間）

1本契約の有効期間は、契約締結のHから1年間とする、

2前項にかかわらず、第5条（機密保持）は本契約終了後3年間有効とし、第9条（捌宵賠償）は本契
約終了後も有効とする。

第7条（契約条項の変更）

甲及び乙は、別途協議の上、椛限を有する者により適派に署名又は記名識印された譜面によって．本契
約の各条項の内容壷変更できるものとする。

第8条〈契約の解除）

1 甲及び乙は、相手方が本契約の条馴のいずれかに途度したときは、倣告の上，本契約を解除すること

ができるものとする．

2乙の資に帰すぺき事由により、前現に韮づき甲が本拠約を解除する場合に総いて．乙の処理施設へ掘
入を完了した甲のPCB廃棄物の処理が未だ綴了していないときは、乙は、甲の淡用をもって当該PC

B廃粟物を自ら処理するか．又は甲の承講を得た上で、 I11が媚定する保祷嶋所に乙の費ﾊ1をもって引き

渡すものとする。

3甲の責に帰すべき事由により、第】現に法づき乙が本契約を解除する場合において、乙の処理施設へ

搬入を完了した甲のPCB廃乘物の処理が未だ終了していないときは、甲は．当該PCB廃棄物を農ら

の費用をもって引き取るものとする．

4第2項後段又は前項の場合において．乙は、当該PCB施粟物に係る処哩料金として甲が乙に支払っ

た金額を甲に返還するものとする。

第9条（損害賠償）

甲及び乙は、法令又は本契約に違反し相手方又は第三者に損害を与えた場合には、その損害を賠償しな

ければならない5

第10条（総蕊事”

木契約に定めのない事頃又は木契約の各粂項に疑蕊が生じたときは、甲乙械愈をもって協議し、 これを

解決するものとする。

事紫鳴名 ｜中間貯蔵・環境安全聯粟株式会社北海道PCB処理事業所
地
一
法

所
一
方

在 北海道室閥茄仲町1.4番7

洗浄・分離、分解

洗浄施彼

分離施殻

分解施般

8(／日（24時剛）

41/f日(24時間）
8t/日(24時間）

（

師

Ｍ

》

◆

ひ

１

３

１

処理能力

所 在 地 北海道室旧I市仲町14稀7

分解~ ． ．
~

方 法

処理能力 分解施般： 12． 2【／日（24時間）

6最終処分（再生を含む｡）期所．方法及び処理能力

（1）乙が、甲から処理を羨託されたPCB廃棄物を中間処理後に最終処分（再生を含む｡）する場所、
方法及びその処理能力は．別衰2のとおりとする．

（2）乙紘，別表2に変更があったときは、遅涌なくその旨を甲に通知するとともに、甲及び乙は変更
後の別表2を本契約藩に添付するものとする．

龍3条（鏡務と責任）

1 適正処理に必要な情綴の提供

（1）甲は、 PCB廃棄物の適正な処理のために必要な以下の燗報を、処理施設に搬入する前に乙に提

供するものとする．

①PCB廃棄物の性状及び荷没に関する事項

②通浦の保稀状況の．ﾄでの弼食．揮発等PCB廃爽物の性状の愛化に関する事項
③他の廃棄物との混合等により坐ずる支障に関する事項

④その他PCB鹿棄物を取り扱う際に注意すべき事項
（2）甲は、上記の内容以外にも、乙の求めに応じて、適正処理に必狸な憎報を、乙に提供するものと

する．

（3）上記(1)及び(2)の備報に庇更があったときは．甲は遅滞なくその旨を書面等により乙に通

知するものとする。

（4）甲は､処理委託するPCB廃棄物の産業廃棄物篭理離（以.下「マニフェスト」という｡）の記載（甲

が電子マニフェストを使州する場合にあっては．砿子マニブェストの入力。以ド、 この号において
同じ｡）事馴に洩れのないようにしなければならない。なお、マニフェストの記載事項腱洩れがある

場合は、乙はPCB廃粟物の受入れを一時停止し、マニフェストの記戦修正を甲に求め、疹正内容

を硫認の上、PCB廃乗物を受け入れるものとする。

2搬入日時の調整

（1）甲は、PCB廃棄物を、甲乙協縦して決めた日時に．乙の処理施股に搬入するものとする。
（2）乙は、 PCB廃梁物の搬入日時を淡更する必喪が生じたときは、蛎前に甲へ連絡した上で、搬入
日時を淡更できるものとする。

3 PCB礎棄物の受入洲姑

乙は､鯖4条鋪1項に定める処理料金の入金を碗寵してからPCB廃乗物の受入を冊始するものとし、
入金がなされるまでは甲のPCB塊粟物の受入を行わないことができるものとする。
4再委託の禁止

乙は．甲から処理を委託されたPCB廃梨物の処理を第三者に再委舵してはならない。

5椛利戦務の舘渡禁止

II 1及び乙は、本契約に雛づく椛利雑務の一切を相手方の蛎前の需而による承諾なくして、溌渡し．担
保に供し、又は引き受けさせてはならない。
6処理委託業務終了報告

乙は、甲から処理を愛託されたPCB廃獺物の111間処理が終了した後、逆流なく業務終了報告を行う
ものとする．この場合において．蕊筋終了報謝嘗は、マニフェストの写し(DX)の送付（甲が滋子マ

ニフェストを使用する場合にあっては、乙が中間処理終了後に行う悩報処理センターへの報告）をもっ

て代えるものとする。

7業務の…時停li:

乙は．次の場合には、甲に事前に又は率後に通知して．一時業務を停止することができる。

(1)第4条第1項に基づく甲か.らの処瑠料金の支払いがないとき。
（2）その他やむを得ない事由があるとき。

8甲乙の責任範囲

（1）乙は、甲から処理を委舵されたPCB廃乗物を受け入れた時点より、その処理等についてすべ

て責任を負うものとする．

（2）甲の資任範囲は、乙の貰任範囲を除くすべてとする，

本契約の鵬立を証するため本譜を2通作成し、甲乙聯名又は肥名捺印の上、各自1通を保有する

別表1 ． ，

|繍潤 ;|容撫法 IW"|"I":&! | 剛瀞( |:処粥評↑ ’
. I缶淡たり
処:ill!料金〈円）

WI¥lW{
（円）

処恥料金州
（円〉

容滞寸法
Icm）

総皿蹴
(kR)X

材質’
廃棄物の種類

（品名） |： 容鴨翻類

0 1： 123‘2(iO I肱銀灯用安定器.－ ｝ベール缶その他.－1蝋製 、1 30x35 1 4．8 1， 123．200 1
甲 凸 炉 Q

※安定器郡・汚染物の料金は． lk隠末渦の煎鷲を切り総てて計算し誤り
（ただし．賤低糾金は30,S90円となり虞す）
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発注番号4502034507

1

産業廃棄物処理委託契約書

［処分用］
禽

尹 り

ゞ排出事業者:北陸電力送配電株式会社(以下.｢発注者」という。 ）と，処分業者:群桐エコロ株式会社(以
下「受注者」という。 ）は,産業廃棄物の処理業務に関して以下のとおり契約する。

t I

I 、 （目的） 、

1条･本契約は,発注者及び受注者が関係法令堂遵守し,受注者が産業廃棄物の処理業務を円滑に行うこ
とを目的として締結する。

定義）

2条本契約における用語の定義を以下のとおり定める。

一 「産業廃棄物｣とは,･発注者の事業所:北金沢変電所(石川県金沢市薬師堂町ハ’6番)から排島,

出される産業廃棄物をいう。

二 「処理業務」とは,前項に定める産業廃棄物の処分をいう。
’三 「委託物｣ ,とは，発注者が受注者に処理業務を委託する産業廃棄物をいう。
四 「未処理委託物｣とは,受注者が発注者から引渡しを受けたもののうち未だ処理していない委託
・物をい．う。

U守

五 「検収｣ .とは，処理業務の確認をいう。 ‘

六 「関係法令｣とは,廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び処理業務に必妻とされる注令を~； ．‘
いう。

‐七 「許可証の写し｣とは,廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第八条の四の二に定めるも
のをいう。

！

１
１

、

‘i p

I ~ ”八 「電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ｣とは，廃棄物の処理及び清掃に関する法律第十二条の五に毒める電子情報

＃響 茎駕蝋
管理票をいう。 ~

（委託内容） ’

第3条受注者の事業範囲の確認は，以下の方法で行う。

一受注者は，受注者の事業範囲が別表1のとおりであることを証する書面として，許可証の写し
・ を発注者に提出する。 ． ， 、

二受注者は，許可事項に変更があった場合，速やかにその旨を発注者に通知するとともに，変更
後の許可証の写しを発注者に提出する。

三発注者及び受注者は，許可証の写しを本契約書に添付する。 ~
2発注者は，委託物の種類”予定数量及び委託料を別表2のと箔り:定める。
3受注者は，委託物を別表3のとおり処分する｡．
4受注者は，委託物を別表4のとおり最終処分する。

5発注者は,別表3の施設の設置場所に委託物を搬入する収集･運搬業者を別表5のとおり定める。

今
■
日
・
ロ
４
◆

（義務と責任）

･第4条発注者は，処理業務に必要な委託物の情報を以下のとおり受注者に提出する。

~



○
凸

一発注者が受注者に提出する委託物の基本情報は，以下のとおりとする。
イ委託物の発生工程

ロ委託物の性状及び荷姿

ハ通常の保管状況の下での委託物の腐敗，揮発等性状の変化に関する事項
ト

ー委託物を他の廃棄物と混合させた場合等により生ずる支障 ~

員

､

ホ委託物が廃パーソナルコンピュータ，廃ユニット形エアコンディショナー,廃テレビジョン受．
~信機，廃電子レンジ，廃衣類乾燥機，廃電気冷蔵庫，廃電気洗濯機であり， 日本産業規格CO950
号に規定する含有ﾏｰｸが付されたものである場合は,含有ﾏｰｸの表示に関する事項
へ委託物の石綿含有産業廃棄物,水銀使用製品産業廃棄碗・水銀含有ぱいじん等又は特定産業廃
棄物(放射性物質汚染対処特措法施行規則附則第5条に定めるもめをいう｡）の有無(別表6）

卜~ 委託物のその他取扱いの注意事項

二受注者は， 「廃棄物ﾃｰﾀシート」 ~(環境省の｢廃棄物情報の提供に関するガイドライン｣）の
項目の内容等を参考に,適正な処理業務を行うために必要な情報を発注者に対して要求できる｡発
注者は,受注者の要求に応じて,前号以外の適正な処理業務を行うために必要な情報を受注者に提
出する。

三発注者は,電子マニフェストを利用する場合,情報処理センタ〒に必要事項を登録し,紙マニフ
ェス~ﾄを利用する場合,紙マニフエストに必要事項を正確に洩れなく記城し, ､受注者に提出する。

四．受注者は,電子マニフェストの内容に虚偽がある場合j又は紙マニラェスhの記栽事項に虚偽も
しくは記載漏れがある場合,委託物の引き取りを一時停止し発注者に修正を求め,修正内容を碓認
のうえ，委託物を引き取る。 ’ 、：

算

1

鴬

| 製五発注者は,第皿条で定める本契約の有効期間内に委託物の性状等に変更があった場合,‘適正な
′処理業務及び事故防止並びに処理費用等の鏡点から,受注者に対し速やかにその変更の内容及び程
度の情報を書面にて提出する。

六発注者は,処理業務に必要な詳細事項を記寂した仕様書を受注者に提出する｡受注者は,仕様書
｡ 凸 ． 9

に基づき処理業務を行う。 I

2発注者及び受注者は,双方の責任施囲を以下のとおり定める。
一受注者の責任範囲は,委託物の受け入れから処分の完了までとする。
二発注者の責任臆囲は，受注者の責任範囲を除くすべてとする。
三受注者は,受注者の責任臆囲に属する処理業務についで関係法令に違反した処理業務を行い，
．それによって発注者又は第三者に損害を及ぼした場合,受注者においてその損害を鱈磯し溌注者
に負担させない。

~四発注者は，発注者の責任範囲の中において受注者又は第三者に損害を及ぼした場合，発注者に
おいてその損害を賠償し，受注者に負担させない。

3受注者は,処理業務を第三者に委託してはならない｡ただし,あらかじめ発注者の書面による承諾を

鱸蕊譽欝篭瀦雫離3灘蕊謹灘灘蕊鋳は再委託者(数
4受注者は,本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し,承継させ,又は抵当権その他担保の
目的に供してはならな瓶｡ただし,あらかじめ書面による発注者の承諾を得た場合lま§この限りでない。
5受注者は処理業務の完了後に,発注者に対して以下のとおり業務完了報告を行わなければならない。
‐一受注者は,電子マニフェストを利用する場合,情報処理センターにその旨の報告を行う｡さらに，
発注者が指示した場合は，出来形数量を記載した書面を発注者に提出する。

． J

二受注者は,紙マニフェストを利用する場合,紙マニフェストD票を発注者に提出する。
6発注者は,前項に定める受注者からの業務完了報告を受けた後,速やかに検収を行う。
7受注者は，処理業務を一時停止する場合，以下のどおり行わなければならない。
一・受注者は,やむを得ない理由がある場合,事前に発注者に対しその理由を説明し,発注者の了解
を得たうえで処理業務を一時停止することができる｡ただし,受注者が事前に発注者の了解を得る
ことができなﾔ蝪合は，処理業務を停止した後に発注者に通知しなければならない。

二受注者は,前号により処理業務を一時停止した場合,発注者における影獅撮小限となるよう努
力しなければならない。
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（委託料・消費税等相当額・支払い）

第5条発注者は，当月1日から当月末日までに検収した業務又は出来形部分にかかる委託料に関係法令
に従い消費税等相当額を加えた金額を翌月末日までに受注者に支払う。委託料は別表2に定める。

（内容の変更）

第6条発注者及び受注者は'必要がある場合'発注者と受注者の双方の協議により処理業務の内容を変更
できる。

2発注者及び受注者は'委託料が経済情勢の変化等により不相当となった場合,発注者と受注者の双方
の協議によりこれを変更することができる。

3前2項の変更は,発注者及び受注者の書面による合意がなければ効力を有しない。

ｒ

や

。

、

、

９

０
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（機密保持）

第7条発注者又は受注者は,やむを得ない理由がある場合,事前に相手方に対しその理由を説明し,相手
~ 方の書面による了解を得たうえで業務上知り得た相手方の機密を第三者に開示できる.ただし,発注者
・又は受注者が事前に相手方の了解を得ることができない場合は,業務上知り得た相手方の機密を開示し
た後に通知しなければならない。

2前項の機密保持義務は，本契約が失効又は解除された後も継続する。 ~
！

Ｉ

州

Ⅱ

吋

叫

１

〃

１

０

（契約の解除） ~

第8条発注者又は受注者は,相手方が本契約の各条項のいずれかに違反した場合,催告のうえ,本契約を
解除できる。 ‐ ．

2発注者又は受注者は,前項の規定による契約解除時に,未処理委託物がある場合,､次の措置を講じな'
ければならない。 ， ユ

ー受注者の義務違反により発注者が解除した場合

．‘イ~受注者は,解除後も，未処理委託物に対する処理業務から免れないことを承知し，未処理委
： 託物の処理業務を自ら行うか,又は発注者の承諾を得たうえで,~許可を有する第三者に自己の
費用をもって未処理委託物の処理業務を行わせなければならない。
ロ受注者は,前項に定める未処理委託物処理業務の第三者委託において,その代金を支払う資
金がない場合，その旨を発注者に通知しなければならない。 ~ ・

ハ．発注者は,ロの場合,発注者の菱用負担をもって,第三者に対し,鶏受注者のもとにある未処
理委託物の処理業務を行わせ,受注者に対してその費用を請求する。

~ 二発注者の義務違反により受注者が解除した場合 ． ，

~ 受注者は,発注者に対し，受注者のもとにある未処理委託物を，発注者の費用をもって引き
取ることを要求するか,又は受注者が自ら発注者まで運搬したうえで,発注者に対して費用を
請求することができる。

１
１

1

~(反社会的勢力への対応）

第9条発注者及び受注者ば,相手方が次の各号の一つに該当する場合は,通知.催告せず直ちに本契約を
~解除することができる。

一・相手方又はその役員責任者若しくは実質的に経営権を有する者似下｢その役員等」という。）
が，暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団をいう。 ） ，暴力
団員(暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団員をいう｡） ，暴力団員
でなくなった日から5年を経過しない者,暴力団関係企業･団体若しくはその関係者,総会屋又は

~その他反社会的勢力(以下これらをまとめて｢反社会的勢力｣という｡）であると相手方が認めた
ゞ とき。

二相手方又はその役員等が,反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係を有していると
､相手方が認めたとき。 ~
三・相手方又はその役員等がj 自ら又は第三者を利用して次の一つに該当する行為をしたと相手方

P

’



が認めたとき。

イ暴力的な要求行為

ロ法的な責任を超えた不当な要求行為

ハ本契約の履行に関して，脅迫的な言動をし，又は暴力を用いる行為
二風説を流布し,偽計又は威力を用いて相手方の信用を肇損し,又は相手方の業務を妨害する
行為

ホその他イから二に準ずる行為

四相手方の再委託者若しくはその役員等又は相手方との本契約の履行のために相手方又はその
再委託者が使用する者が，次の一つに該当し，かう相手方が当該再委託者との取引を直ちに停止
又は木契約の履行から直ちに排除するなど，適切な対応ができないと相手方が認めたとき。

~ イ反社会的勢力であると相手方が認めた場今． ロ

ロ~反社会的勢力との間に社会的に非難ざれるべき関係を有していると相手方が認めた場合~
ハ自ら若しく･は第三者を利用して前号イからホの一つに該当する行為をしたと相手方が認め
た場合

2発注者及び受注者は,前項各号の規定により本契約を解除した場合において,相手方が被る損害を
負担しない。

3発注者及び受注者は，前1項各号の規定により本契約が解除された場合において，相手方が被る損
害に関する賠償金を相手方の指定する期間内に支払わなければならない｡この場合における損害額は，
発注者と受注者が協議して定める。

4~発注者及び受注者は,相手方又はその役員等及び再委託者又はその役員等が反社会的勢力でないこと
及び反社会的勢力との間に社会的に非難されるべき関係がないことを表明し保証する。

心．

､

I

(損害賠償）

第]0条本契約の履行義務違反により損害を被った当事者鮴契約又憾仕様書等で別に定め…を除 ｜き,.当該損害の賠侭を相手方に請求できる。 ~ 、

（有効期間） ：
。 少

第11条木契約は,有効期間を2023年2月13日から2023年3月24日までとする。
晶
凸
Ｐ(協議）

第1.2条発注者及び受注者は，本契約に定めのない事項又は本契約の各条項に関する疑義が生じた場合， ~
~ 関係法令に従い、その都度発注者，受注者双方め協議によりこれを取り決める。

二 L

以上,本契約締結の証として,本書2通を作成し,発注者と受注者がそれぞれ記名押印のうえ各々その1
通を保管する。

1

1

2023年2月1日

（住卵

発注者（名称）

（代表者）

富山リ

北鱈
資材§

~

号］
１

番（
ｂ

６

口

Ｉ

』

堅

壽

。

（住一所）

受注者（名称）
． （代表者）

群馬県

群桐工

代表取

0



輿

(別表1）受注者の事業範囲

認定の種類

認定年月日

認定番号

低濃度PCB廃棄物の無割と処理に係る環境大臣認定
平成28年3胃1日

平成28年第2号
ア

ワ 無害化処理の用に供する施設

の種類 .

添付認定証の通り
●

無害化処理の用に供する施設

において処理する産業廃棄物
の種類

~~

~ 苧

添付認定証の通り
｡

昏 も

｜ 、 》．
収集又は諏搬の有無

二＝~弓守 F－f一三二F二一一字

有
●－

グ

ーと

~ ~ ~

’
(別表2)~委託物の種類，予定数量及び委託料

ｐ
Ｌ
ｌ
Ｉ
ｂ
ｈ
Ｌ
Ｉ
■
１
１

(別表3）処分の方法

施設の名称

施設の設置場所

処分の方法

群桐エコロ株式会社．

群馬県太田市新田大町600番26， 27

焼却

戸
一

噂･ ●吟

I■■■■

詞f

~~

一~~

ロ

一画 ●

4

1号炉（ﾛｰﾀﾘｰｷﾙﾝ式焼却溶融炉） ． 〃 ~ …~ ~ ~~….~“
廃ポリ塩化上'ﾌｪﾆﾙ等：31,2KL/日

ポリ塩化ﾋﾌｴﾆﾙ汚染物及Z鮒ﾘ堀ぱﾌｴﾆj拠理物:36t/日
2号炉（固定床炉）

廃ポリ塩化上'ﾌｴﾆﾙ等:4.2KL″日

ﾎﾟﾘ塩化上．ﾌｴﾆﾙ汚染物及びﾎﾘ堀ﾋﾋ･ﾌｴﾆ拠理物: 21.0t/日
3号炉（固定床炉〉

廃ﾎﾞﾘ塩化ﾋ･ﾌｪﾆﾙ等:4.2KL/日

ﾎﾟﾘ塩化上･ﾌｴﾆﾙ汚染物及びﾎﾟﾘ塩化上･ﾌｪﾆ拠理物:21.0t/日

I■『

k l

1

施設の処理能力
、

~

凸守

１
１
１~

~
Ｏ

腸

！

－

~

。
■
■
厚 (別表4)最終処分の方法

I

－

一

11

－，m
－｡－ローL一一一▲

菰類

予定数量

委託料

低濃度PCB汚染物~ ~~
I式（1159）

3，000円／式 ． ．

最終処分先の番号

施設の名称

施謹の設置場所
処分の方法

施設の処理能力

産廃01020158797特管01070158797

群桐エコロ株式会社

群馬県太田市新田大町600番26
焼却溶融

←マニーーー~

132t／日



(別表5）収集・運搬業者

圃 |東京都千代田区神田和泉町2番地 ｡

氏名(法人にあっては名称及び代表者の氏
名） ’ 甘奉通鵡裁会社 一

確聯搬齋薩充 ■ P

塞業範囲"､ ~ ”…

儲り管理産業廃棄物

’第0105000m号
｜群馬県

′ ・ ｜令和7年4月19日
＝＝了．.．、

~ ｜添付許可証の通り

1添付許可証の通り

~

‘許可番号 ’第06060001001号
許可都道府県･政令市金沢市

許可の有効年月日 令和5年11月23日
|蕊業の礎囲 添付許可証の通り
,許可の条件 添付許可証の通り

▼
●
も
い
む

Ⅱ

－

■■

(別表6）委託物に含まれる含有物の有無~~~
■P

石錦含有産業廃棄物の有無 一
一
幸

有
一
堂
宣
宥

l水銀使用製品産錐#錬勤の宥蕪

膨蝿晒蓉画
特定産業廃棄物の有無、 ． ．

~
~

’
〃

f､ i
『

＃

~

I

~
~
~
~

’

I

＝

1 1

l声


